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はじめに

　環境問題を克服し「持続可能な社会」をつくることは、人類が直面している大きな課題です。平成

23年3月の東日本大震災を経験し、私たちは改めて、持続可能な地域づくりの重要性に気づきました。

環境と経済の調和を図りながら、持続可能な地域づくりを実現するには、環境NPO等が地域・企業・

行政と連携して、息の長い活動を続けていくことが求められますが、活動を続けるには資金面の

安定が課題の一つです。そのためには、自ら必要な収益を上げられる事業型の活動を取り入れる

ことも選択肢の一つといえます。

　平成21年～23年まで、全国各地の環境パートナーシップオフィス（通称EPO）が支援事務局となり、

環境NPO等ビジネスモデル策定事業を展開し、専門家の紹介や、モデル実証のためのワークショップ

など、モデル事業の実施団体が事業計画を策定する支援を行い、また、先進事例を紹介したポイント集

を発行しました。

　続編となる本書では、平成21、22年度の14の実証事業から4事例を取り上げ、それぞれの団体が

モデル実証・事業計画づくりを経験する過程の中で、団体の強みや課題を掘り下げ、強みを活かし、

課題を克服する過程を紹介しています。実証事業で事業計画づくりを経験した団体からは、「アイ

ディアを収支計画などの数字に表していくところが有意義だった」「地域資源、パートナー、団体

自身の強みや弱みを掘り下げることが出来た」など、事業計画の意義を実感したとの感想を聞く

ことができました。

　事例で取り上げた団体は、これから本格的な事業をはじめるスタートラインに立ったところです。

等身大、現在進行形のモデルをご紹介した本書が、これからビジネスをはじめようとする皆さんに、

事業計画の重要性をご理解いただくうえでの参考になれば幸いです。

※紹介事例は、次の二つの分類軸に基づいて、異なる領域の4事例を取り上げました。分類軸の一つ目は「経済軸」です。

4事例の売り上げ規模（計画）を相対的にみて設定しました。もう一つは「社会軸」です。14事業を見ると「社会軸」を「地域型」

と「全国型」という2つの方向性で表すことができます。「地域型」は、地域との結びつきが強いビジネスモデルで、今後、地域

から全国へ波及・浸透する可能性が高い事業。「全国型」は、ビジネスモデルがコンパクトにまとまっていて、全国への普及

スピードが「地域型」に比べ速いと考えられる事業です。

社会軸

経
済
軸

［各事業計画の特徴］
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事業計画策定のプロセス

　事業計画を策定するプロセスは、事業型環境NPO等においても営利企業と全く異なるわけでは

ありません。異なるのは、「環境課題の解決」というミッションとの整合性をていねいに検証する

必要があることです。

　本書ではこのプロセスを、①ミッション実現のための経営資源洗い出しからアイディア・テーマ

を設定②ビジネスモデルの構築③マーケティング計画④連携体制⑤売り上げ目標・実績⑥情報発信

などの各構成要素について、どのようなアプローチを行ったかに焦点をあてました。また、団体の

もつ強みや弱みを客観的に示し、このプロセスを経て当初のアイディアが、どのような計画に変化

していったかを紹介しています。

①アイディア・テーマを設定するまで
誰が何を必要とし、何のための事業かというミッションを明確にし、自分たちに
どんな強みや資源があるか、誰が何を必要としているか、経営資源・市場環境・
SWOTなどの分析を踏まえ、事業アイディアを練ります。例えば、森に放置されて
いる間伐材は、放置されたままだと森林破壊につながりかねませんが、子供向け玩具
に加工して販売することのできる「地元の資源」ととらえることで強みになります。
このような強みを生かしてどのような事業が展開できるかを考えるのが、この段階です。

②ビジネスモデルの構築
この段階では、間伐材をどこから仕入れ、どこで加工し、誰にどのように販売
するか、といったビジネスの仕組みを考えます。誰に、何を、どのように提供して
利益を上げるのか、といったことを詰めていきます。

③マーケティング計画
ビジネスモデルの構築ができたら、「どんな形の玩具にしたら、お母さんが子供
のために買ってくれるか」といった、新しい商品やサービスを購入してもらうた
めに必要なことを検討します。

④連携体制
策定したビジネスモデルの実行のためにどんな人が、何人必要か、常に関わる
必要があるか、どのような知識が求められるか、またどんなところと連携していく
必要があるのかを洗い出します。

⑤売り上げ目標と実績
「ミッションを達成するためにはいくらの売り上げが必要か」を長期的な視点で
検討します。事業を実際に行ったら、売り上げ目標と売り上げ実績を比較し、
その差について原因分析を行います。また、中長期の段階的な目標規模に応じた
実行体制の実現性を見極めながら計画します。

⑥情報発信
新しい商品やサービスの魅力を、そこに込められたミッションと共に顧客に
どのように伝えていくか、広報・宣伝方法を検討します。

START
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認定NPO法人 

霧多布湿原ナショナルトラスト
1986年「霧多布湿原ファンクラブ」として活動を開始。（法人格取得2000年）

北海道厚岸郡浜中町

http://www.kiritappu.or.jp/

約9,500万円

有給職員10人、非常勤職員（アルバイト、パート含む）1人

みんながよろこんぶプロジェクト

設立年月日

所在地

URL 

年間予算

組織体制（人数）

｜ 事業概要 ｜　認定NPO法人　霧多布湿原ナショナルトラスト（以下：霧多布湿原ナショナルトラスト）は、霧多布湿原の保全の

ための「霧多布湿原ファンクラブ」を発足させたことをきっかけに、20年以上にわたり霧多布湿原の保全活動に取り組んできた。

霧多布湿原は国内3番目の広さをもち、夏に見せる花の景観は、国内でも最大級である。1993年にはラムサール条約※に登録され、

湿原の価値は国際的に評価を受け、保護に対する責任も高まる一方で、保全については多くの問題を抱えている。今回の事業では、

地域資源を活用し、地域住民を巻き込んで商品を開発するプロセスを通じて、地域住民の保全活動に対する意識改革と、団体の

運営基盤の強化を狙った。

※ラムサール条約・・・・正式名称「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」。1971年採択、1975年発効の条約であり、日本は1980年加入。国際的に重要な
　　　　　　　　　　 湿地の保全及びそこに生息、生育する動植物の保全、適正な利用推進を目的としている。2008年10月現在、わが国では37か所の湿地が登録されている。

04｜事業計画.1 霧多布湿原ナショナルトラスト ｜05

資源
団体の資源は、①「霧多布湿原ファンクラブ」など全国に支援者がいること②寄附集めのノウハウや体制を有すること③地元・北海道

浜中町において25年にわたる活動を展開してきたことから、一定程度の認知と理解が進んでいたこと④役員・スタッフが湿原に

対する愛情と熱意を持っていることがあげられる。特に②の寄附キャンペーンでは、2009年に実施した「霧多布湿原50万坪買い

取りプロジェクト」において、全国各地の1,253人から1,725万円（含助成金）を集めた実績がある。

　　地域住民との良好な関係性をつくるにはどうしたらよいか？
霧多布湿原に対する価値については、その土地に暮らす地域住民と、湿原を訪れる外部者の間に隔たりがあった。観光客、外部から

訪れるものにとって湿地の価値は高いが、それは必ずしも地域住民と共有されていない。湿地は、北海道の方言で「野地（やち）」と

呼ばれ、埋め立てられたり、漁網や家電製品などが捨てられることもあるという。地域住民と湿地の価値観を共有することは、

ナショナルトラスト運動※を円滑に進めていくためにも重要なポイントであったが、有効な対策を見いだせずにいた。

※ナショナルトラスト運動・・・・価値ある自然環境や歴史的建造物を、募った募金により取得して保存、公開しつつ次世代に引き継いでいくことを目指した環境保護活動である。
　　　　　　　　　　　　　　 多くの市民から寄せられる資金によって土地、建物を取得して管理を行うことを基本とする。

　　資金面での課題
団体のミッションは霧多布湿原を保全することであり、保全活動を継続するために、団体運営上の資金を安定的に確保することが

重要になっている。主な事業収入は、霧多布湿原センターの運営収入、ショップの販売収入、エコツアーの受入、その他調査等委託

事業収入などである。団体運営上の資金を捻出していかなければ、湿原の保全そのものに弊害が出てくる恐れがある。

　　団体内の意思統一
団体の活動年数は20数年間におよび、数々の受賞実績もある国内屈指の環境NPOである。団体として運営基盤の強化を目的に

本プロジェクトに着手したが、役員とスタッフの間で十分な意思疎通が図れていなかった。この課題は、霧多布湿原ナショナル

トラストに限らず、NPOが発展していく過程で必ず直面する課題でもある。新規事業を展開するに当たり、団体の意思統一は不可欠

な条件であるが、はからずもその課題と向き合い、解消することが、事業をスタートさせる上での必須事項となった。

どんな資源を活かして
・団体が築いてきた実績・ネットワーク

・湿原と湿原が生み出す原材料

・地域住民の視点や想い

誰に
・霧多布を小グループで訪れるアクティブな60代女性に

どんな商品を
・地域産品である昆布とバターをつかった飴を手ごろな価格で

どうやって売る
ワークショップを通じて地域住民の意見を吸い上げ、アン

ケートやヒアリングを実施しながら、そのプロセスを商品に

盛り込むことで、商品に物語を付加させ、店舗・通販・ネット

等を通じて販売する。

課題
1

課題
2

計画策定の背景：団体の資源（人・モノ・金・情報）はなにか？なにが課題だったのか？ 課題を解決するために
どんな対策を講じたのか？

どのような計画書が
完成したのか？

事例.1

地域型
事業規模「小」

このモデルの特徴
市民参加型の商品開発プロセスを取り入れたことにより、地域資源を活用した付加価値

の高い商品づくりができると同時に、地域住民の湿地に対する意識を変えることができる。
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課題を解決するために、NPO法人　市民活動情報センター・

ハンズオン！埼玉・副代表理事の吉田理映子さんが、プロジェ

クトに参画することになった。吉田さんは「市民だからできる

広報」を考える専門家で、これまで地域のCSRを推進する

「みかんプロジェクト」や、福祉作業所の商品開発「クッキー

プロジェクト」などで市民を巻き込むユニークな広報を展開

してきた実績を持つ。吉田さんのコーディネートにより、最初

に役員・スタッフがワークショップを行い、団体が大切にして

いる雰囲気や色、だれに、どんなことを伝えたいのかについて、

ていねいに参加者全員の意見を拾い上げながら意識の統一を

図っていった。これまで当たり前のこととして確認することが

なかった「自分たちが大切にしたいこと」を、ひとつずつ言葉

としてあらわし、そこにいたる経緯や想いを掘り下げていく

うちに、役員・スタッフの意識は共有され、さらに地域住民を

巻き込んだ参加型のプ

ロジェクトによる「私た

ちの商品開発・昆布とバ

ターを使った飴づくり」

へと展開していった。



アイディア・テーマを設定するまで

■現状分析
　店舗機能を持つ霧多布湿原センターで扱っている昆布製品について、

過去の販売実績、統計データを細やかに分析した。

　過去の販売実績やSWOT分析からは、低価格で、そのまま食べられて、

おみやげに買いやすいものが売れているということがわかった。また、

道東を訪れる旅行者は年間30万人、その中心は60代の女性、しかも一人

ではなく複数で、さらに歩くのが好き・リピーターが多いなどの特性を

確認した。 さらに、道外からの観光客は減少傾向に歯止めがかからない

こと、霧多布湿原ナショナルトラストの会員は関東の高齢層が圧倒的に

多いことを確認した。

　そこで昆布を使った新商品の開発を地域参加型で実施することとした。

■専門家を招いた講習会の開催
　吉田さんとともに、広報の基礎

知識の習得や、今後の新商品の開発・

販売をどのように行うかの検討を

ワークショップ形式で実施した結果、

「地域の方々を巻き込み、商品開発

のプロセスを共有すること」が大切

であり、地域参加型の商品開発を

行うことで事業の方向性が一致した。

　地域の資源を掘り起こす中で、昆布

と昆布漁師についての意見が出された。昆布漁師は、湿原の約3割を所有する土地所有者でもある。彼らとの相互

理解のためには、昆布を使用した地場産品の開発・販売が必要だという意見が大半であった。そこで地場産品の開発

を徹底的に地元住民参加型にすることにより、地域の資源（昆布）を活かし、地域の知恵を絞り込み、地域の特色を

最大限に活かした商品を提供することで、湿原を大切にする心をはぐくむことをテーマとして盛り込んだ。

　多くの意見が出された結果、昆布と、地域のもう一つの地場産品である牛乳の2つの原料を使い、「昆布とバター

を使った飴」を開発することとした。

ビジネスモデルの構築
　商品については、昆布と牛乳

の２つの原料を使い、商品開発

のプロセスを地域住民と共有す

ることで、顧客にとっては希少

価値の高い商品を提供し、地域

には、商品を買っていただくこ

とによる満足感・達成感が、湿原

保全に対する意識の改善につな

がるビジネスモデルを構築した。

強
み
S

内
部
環
境

弱
み
W

機会 O 脅威 T

外部環境

・既存のショップ
・安価な原材料
・近隣の加工業者
・NPO会員
・多数の協力者

・人気商品不足
・昆布製品の停滞
・能力不足
 宣伝、商品

・昆布の新商品開発
・地域参加型商品開発
・ターゲットは浜中町
 来訪者
・NPOのブランド力

・商品不足による
 販売額停滞
・リピーターの
  購買意欲減少

・外部アドバイザー
・既存の販売所
・他にないネットワーク
・特定のフィールド
・首都圏への通販

・現在30万人の旅行者
・現在4万人の入館者
 （好奇心旺盛な主婦層）
・旅行者ではリピーター
 の多い町

・他環境NPO
・情報不足
・将来的な旅行者減

・町内での売上減の危機
・将来の会員減少、
 他団体との差
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1 マーケティング計画

■商品計画―試作品づくりとアンケート調査の実施
　飴の商品化決定を受け、試作品の製作を開始。昆布は地元事業者である「こんぶ娘」に粉末を提供してもらい、

バターは浜中町に工場のある「タカナシ乳業」から卸してもらい、製品づくりは浜中町内の菓子工房「こなの木」

「粉の実」に協力してもらった。完成までに6回の試作を行い、アンケート調査を実施した。

　アンケートは、元旦の日の出イベント来訪者や、首都圏の応援団である「霧多布湿原ファンクラブ東京」と「ふる

さと浜中会」に試作品を配り、味や大きさなどさまざまな感想を聞いた。イベント来訪者は主に町内の方であり、

意見をもらうだけでなく、飴製作への想いを伝えることで、湿原の保全活動への理解を促した。161件のアンケート

結果をもとに、味のバランスや大きさの改良を行った。

■ワークショップの開催
　試作品の改良に続き、事業の詳細部分を決めるため、ワークショップを2日間開催。地元漁業者、菓子加工業者、

小売業者、民宿業者や、専門家の吉田さんも参加し、広報や商品づくりのノウハウを地域住民と学び、飴のネーミング

やコンセプトなどを決めることをねらいとした。

［試作品］

第1案 12月18日 
昆布とバターの配合が違う10種類
の試作品の飴を用意し、それを食べ
比べる作業を行った。計600個製作。

第2案 12月20日 
その中から一番美味しい飴を1種
類選び、アンケートと一緒に配布
できるよう200個製作。

第3案 1月10日 
アンケート調査を行い、昆布のざら
つきが気になるなどのアンケート
結果を踏まえ、再度試作品を150
個製作。 

ワークショップにより固まった内容は、以下の5つ
　・ターゲットは、都心部在住の湿原を歩くことが好きな60代女性旅行者 

　・商品単価は300円程度

　・ネーミングは「霧中夫婦（夢中夫婦）」（夫婦舟で昆布を採っているイメージ）

　・飴の大きさは「海の泡、海の雫、泡の雫」 （昆布の棹をさした時に出る海の泡、雫のイメージ）

　・味は猫足昆布を入れたもの

第4案 2月2日 
昆布の配合や加工に変化を加えた
試作品３種類が完成した。その中
から１種類選び、計120個製作。

第5案 2月17日 
商 品 化 す る 際 の 大 き さ と 仮 の
ラッピングを行ったものを200
個製作。 
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事業モデル

事業主体の
プロフィット（利益）

受益者（顧客）側の
ベネフィット（利便性）

誰に（属性）
・アメの製作では地域住民、
  NPO会員など
・アメの販売では霧多布湿原を   
　訪れる旅行者、リピーター

何を（ベネフィット）
・アメの製作では参加型プロセスに 
　よるNPOのミッションへの理解
・アメの販売ではNPOオリジナル 
　で地域の魅力を発信する新商品

いかに（技術）
・アメの製作では地域ならでは
　の知識、経験、物語
・アメの販売では販売所での会話、
　商品の面白さ

金銭的利益
・新商品の売上

事業主体のミッションへの貢献度
・アメの製作では参加型開発
　過程による地域理解度UP
・アメの販売では商品販売に
　よる湿原保全

地域への貢献度・会員の満足度
・アメの製作では参加者のアイデア・
　技術協力による満足度と達成感
・アメの販売では地域産物の消費に
　よる産業振興新商品販売による
　湿原保全に向けた更なる貢献へ参加

み
ん
な
が
よ
ろ
こ
ん
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



年度

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

売り上げ目標

1,380千円

2,222千円

2,516千円

3,377千円

4,230千円

売り上げ目標（修正分）

1,380千円

2,222千円

316千円

677千円

1,030千円

売り上げ実績

240千円

150千円

5

主婦
公務員サラリーマン

イベント販売

コンビニの店長

農協職員

昆布漁師

菓子工房

霧多布湿原トラスト
霧多布湿原センター

民宿

NPO会員 商店 イベント販売

販売店舗などのツールを持っている地域住民が
商品に関わることで、関心を持ち自店舗で販売。
自分の言葉で商品説明、ストーリーを語り商品PR
をすることができる。

参加型商品開発による
販売増加層
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4

霧多布湿原
ナショナルトラスト

参加型ワークショップ
による商品開発 タカナシ乳業：バター提供

こんぶ娘：昆布粉末提供

粉の実、こなの木：飴づくり

霧立ち込める太平洋に浮かぶ夫婦船。

潮の流れ、やさしさの鼓動を感じつつ、

二人で力を合わせ夢中で昆布を採る姿。

そんな光景を思い浮かべながら名づけられた飴、霧中夫婦。

口の中で静かに広がる、霧多布昆布とバターのやさしい味が思いを伝えます。

売り上げ目標と実績

　売り上げ目標は、5年目に4,230千円（営業利

益1,605千円）とし、地元の高卒職員の雇用を1

つの目標とした。2009年度の事業計画策定後、1

年目は目標4600袋（1,380千円）に対し、実績は

800袋（240千円）の販売となった。

　2年目は，東日本大震災の影響により、原材料

であるバター仕入れができなくなり、一時製造

を中止せざるを得ない状況となった。計画策定

時は、6～8月の繁忙期は350袋／月、それ以外の非繁忙期は150袋／月の販売を想定しており、年間で2,300袋（690

千円）の計画としていたが、実際は500袋の販売にとどまった。

　結果を踏まえ、当初の目標から売り上げ目標を大幅に修正したが、地元高校生の雇用につなげるには乖離が

大きいのが実態である。今後は当事業で得たノウハウを元に、新たな新製品開発を行うことで規模の拡大を図り

たいと考えている。実際に、「霧中夫婦」開発の後、これまでアイデアはあったが商品化できていないかった地元の

昆布「はたかせ昆布」という商品開発を行い、すでに販売を始めている。今後も、新製品の開発には力を入れていき

たいと考えている。

情報発信

専門家・吉田さんとともに、商品の販売において重要になる6つの要素を確認しつつ方針を決定していく作業を行った。 

①「どんな人から」

②「どんな雰囲気で（トーン＆マナー）」

③「どんな人へ（ターゲット）」

④「どんなものを（新商品）」

⑤「どんな手段で（販売方法）」

⑥「どんな人と」

これらのプロセスを経てできた商品の特徴は、開発に関わった多くの方が自分たちの言葉で商品を説明し、ストー

リーを語ることができることである。現在は、チラシを作成し販売店等に配布。東日本大震災の影響による原材料の

バター仕入れの制約等もあり、商品製造もできていないのが現状である。今後、「霧中夫婦」だけではなく、第2、第3

の開発商品を販売し、ショップ商品の厚みを増すことも、情報発信の１つであると考えている。
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■昆布漁師へのヒアリング
　ワークショップにも参加していた、完全無添加の昆布製品を製造・販売している昆布漁師の秋森夫妻に話を聞いた。

ここでの目的は下記の3点。

　・夫婦舟のイメージの共有

　・ネーミング（ひらがな・漢字）の検討 

　・ラッピング・キャッチコピーの案を検討

ここで得た、夫婦舟の話はパッケージの中に入れたリーフレットで紹介することとした。

　ワークショップやヒアリングを経て、地域住民

や昆布漁師の声を反映させ、住民参加型による商

品開発を行うことによってプロセスを共有し、新

商品「霧中夫婦」が完成した。

■販売チャネルの検討
　通信販売やインターネット販売を視野に入れ、ホームページ作成の検討を行った。今回のターゲット層には、通信

販売については抵抗無く受け入れられているが、ネットショッピングが浸透するにはまだ時間を要するものと考え、

通信販売は「高齢者層を中心」に、ネットショッピングは「若年者層を中心に」というようなターゲットを絞る検討

が必要であるという意見で一致した。特に、ネットショッピングによる購入方法を構築することは間口を広げるた

めに有効ではあるが、今回のミッションでは共感や商品の背景を伝え、応援してもらえるようなものにする必要が

あり、今後の検討課題とした。

連携体制

　連携体制で特筆すべき点は、地元住民参加型のワークショップを開催し、開発段階から多くの協力者が関わって

いることである。このことは、霧多布湿原ナショナルトラストのミッションの認知と浜中町内での協力体制の強化

に大きな価値があった。

　販売は霧多布湿原ナショナルトラストの職員が行うが、飴の製造では地元企業と連携、また、住民参加型の地域

特産品開発プロセスを活かして新商品を開発、地域住民や会員などと飴のラッピングなどをイベントとして行って

おり、継続して地域住民との連携を考えている。
［参加型商品開発による販売先の確保］

販売

商品開発

霧中夫婦チラシ

地域参加型のプロジェクト名が決定・・・「みんながよろこんぶプロジェクト」 

アットホームな、楽しい、好きになってもらいたい雰囲気 

60代～70代までの独身女性 、会員、女性グループ（3、4人） 

おみやげとして甘いものが少ない・・・こんぶとバターの飴 

物語売り、現地人オススメ売り 

地域の人と一緒に・・・昆布漁師さんのアイデア、話を聞きに行く、飴の試作品

を作れる人、昆布の加工をしている人から原材料提供（こんぶ娘の工房）、

NPO会員や地元の人と（アンケートで関わってもらう）
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寄附キャンペーンなどの経験を活かし、全国的な視点で告知や広報を行う素地を持っていたこと、

元旦の日の出イベント来訪者や、首都圏の応援団である「霧多布湿原ファンクラブ東京」と「ふるさと

浜中会」に試作品を配り、感想を聞いたことは、顧客ニーズにマッチした商品開発を行う上で役立った。

地元・北海道浜中町において25年にわたる地道な活動を展開してきたことから材料の提供者、製造

工房、ワークショップ参加者を容易に集めることが出来た。何より、役員・スタッフが湿原に対する

愛情と熱意を持っていることが、ぶれない目標設定によって、支援者を増やすことに寄与したと

思われる。

地域住民が参加するワークショップの開催や、飴の試作品のアンケート調査への参加、昆布漁師への

ヒアリングを通じた商品名の決定など、実証実験で徹底した地域住民参加型の商品開発を行った。

地域における団体の認知度は確実に高まっており、こういった取り組みを継続することで、関係性

は深まっていくと思われる。団体自身、今回のプロセスに自信を深めたようだ。

今回の事業目的は団体運営上の資金を安定的に確保することであり、具体的に5年後に地元で高校

卒業生をひとり雇用できるくらいの売り上げを設定していた。しかし1年目の実績は計画の約2割、

2年目は震災の影響もあって計画の1割未満と、計画を大幅に下回っている。売り上げ目標を修正した

ものの、飴の販売のみで、雇用を生み出すだけの売り上げを見込むのは難しい。むしろ今回の事業で

団体が得たのは、地域住民と商品を生み出す開発ノウハウであり、第二・第三の「昆布バター飴」を

開発し、複数の商品群で売り上げ確保を行っていくことの方が、安定化した事業化への可能性が

高いのではないだろうか。前述したが、第二の商品として「はたかせ昆布」を開発、販売を始めている。

団体の意思統一を図るに当たり、専門家・吉田さんの投入が功を奏した。役員・スタッフが参加した

ワークショップで、参加者の意見を丁寧に拾い上げながら、団体が持つ力をひとつに束ねた手腕は

秀逸であった。「初めに理屈でなく、人の『柄』を感じあってこそ、立場や職業、そして暮らす場所を

超え和合していくことで実感させていただきました。みなさんに感謝です。（吉田さん）」もともと

団体は、湿地買い上げのためのナショナルトラスト運動において、寄付集め等の実績を有するが、

今回の事業計画策定プロセスで団体の意思統一が図れたことは、今後の団体の運営にさらなる好影響

をもたらすだろう。

今回の事業では、東日本大震災の影響もあって、バターの仕入れや昆布の安定確保が困難となり、

商品づくりが出来なくなってしまいました。「今回の震災で主な原材料であるバターや地元の昆布

が調達出来なくなるとは思ってもみませんでした。しかし地元のみなさんがあっての商品なので、

復興を応援し、早い時点で商品を復活出来るよう頑張ります。また、販売やPRの場面では、もっと他

の人たちと連携できるかなと感じています。今後はこのようなことがないよう、さらにネットワーク

を拡げて、安定的な経営をしていけるよう練らないといけませんね。」このように語った阪野さんの

目はキラキラ輝いており、今後の商品開発や販売に向けた強い意欲と、その商品が果たす湿原保全

に大きな共感を持った。

事業計画策定のプロセスを振り返る

インタビュー

｜11

①資源は活かされたか？

②地域住民との良好な関係性をつくるにはどうしたらよいか？

③資金面での課題

④団体内の意思統一

事務局長 

阪 野 真 人 さ ん

環境NPOがなぜビジネスなのか？

　環境NPOがビジネスを行う場合の特徴として、顧客の特殊性があります。

　『オオタカは支払わない』という言葉は聞きなれないかもしれませんが、

ビジネスを行う上での環境NPOの特徴を表しています。里山の保全や、野生生物

の保護、海の漂着ごみの回収などは、どれも重要な社会問題ですが、ビジネスの

観点でみると、それらの課題に取り組む支出に対し、収益は発生しません。通常

のビジネスでは、対価を払わない顧客に商品やサービスは提供しませんが、環境

NPOは『支払わない顧客』のために働いていると言えます。

　『支払わない顧客』へのサービスを提供しつつ、組織を維持していくための

費用をねん出するわけですから、その経営は頭の痛い問題です。結果、助成金や

委託への依存度が高まる傾向となっているケースも多いようです。しかし、助成金

や委託が収益の主軸になると、NPOの自立性が損なわれるだけでなく、外部と

の連携よりも、助成申請書を書き続けることを優先させるという「中毒症状」を

引き起こす結果となります。

　NPOとしては、ミッションの達成のために自らの足で立つことは非常に重要

であり、環境NPOの場合、環境課題の解決という遠く・広いテーマをミッション

に掲げているのですから、組織も持続的な体制を構築する必要があります。

　ビジネスの一連の流れの最大のポイントはサステナビリティ（継続性）です。

組織という体の中を、お金が血のように循環していくことで基盤が安定し、長期的

な計画を持って課題の解決に取り組むことができます。

　NPOの収入は、会費・寄付・事業収益・助成金・委託など複数ありますが、それ

に加えて、ビジネスを通じた継続的な収益確保もまた、活動を展開させていく

上で欠かせない選択肢のひとつといえます。
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NPO法人 

家棟川流域観光船
2007年設立

滋賀県野洲市

なし

1,860千円

有給職員0人、非常勤職員（アルバイト、パート含む）1人、ボランティア42人

家棟川エコ遊覧船事業

設立年月日

所在地

URL 

年間予算

組織体制（人数）

｜ 事業概要 ｜　家棟川は、野洲市を流れる河川の約8割が合流してびわ湖に注ぐ川であり、ヨシ群落など河口部に素晴らしい自然

景観を保有している。一方で、市民の自然環境に対する関心は低く、びわ湖の水質悪化や在来の魚介類の減少を招くごみの不法投棄

などが後を絶たない。NPO法人　家棟川流域観光船（以下：家棟川流域観光船）は、この現状に一石を投じ、市民に地域の川・びわ湖

に親しみ、関心を持ってもらうため、手漕ぎ舟「家棟川エコ遊覧船」の運行や清掃活動などを行っている。川やびわ湖に直接ふれて、

見て、感じ、学ぶことで、自然のすばらしさや環境を守ることの大切さを伝え、野洲市の自然環境の保全と地域活性化を実現させる

ため滋賀県や野洲市など自治体、多くの市民団体や企業と連携し活動を展開している。
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資源
団体の資源は、①山・川・里・湖の環境保全活動を行ってきた実績によって地域の方とのつながりが深く、地元自治会長が会員に

なるなど、地域住民の賛同が得られていること②びわ湖の景観・漁師料理・漁師の語りなど、地域特有の魅力に通じ、これを活用

できること③理事長が滋賀県の環境審議会委員をつとめるなど、行政とのつながりを有することなどがあげられる。

　　まちづくりの観点からみた事業構築の可能性
雄大な自然環境がある一方で、河川へのごみの不法投棄があり、市民の自然環境に関する意識は高くない。課題の解決には、地域

住民や行政とのパートナーシップが不可欠である。単にエコ遊覧を事業化するだけではなく、町全体のデザインを示したうえで、

本事業の位置づけとそれぞれの役割を明確にしていくことが求められる。まちづくりの観点を入れつつ、事業構築ができるかどう

かが課題である。

　　暗黙知化したノウハウの可視化ができるか？
長年湖で漁をしてきた経験から、土地の歴史や自然などを熟知しているメンバーがいるが、それらは一部の人だけが持ち得ていた

ノウハウであった。事業を立ち上げるにあたって、暗黙知化していたノウハウをサービスメニューとしてプログラム化する必要

があり、ノウハウを可視化する作業が課題である。

　　行政との連携をどう作るか
これまで培ってきた行政との関係性は属人的なものであり、河川での事業を推進していくためには、組織間の連携を強化していく

必要があった。野洲市の計画と歩調を合わせつつ、官民パートナーシップによる事業展開ができるかが課題である。

事例.2

地域型
事業規模「大」

このモデルの特徴
行政とのパートナーシップにより、まちづくり全体の計画をデザインし、NPOが得意

とするサービスをその一部と位置づけたこと。

課題を解決するために家棟川流域観光船が実施したのは次の3つ。

①顧客に合わせた細かなメニュー作成とマニュアルの整備、

②それらを実際にお客様に提供して、感想を詳細に分析する

マーケティング調査の実施、③それらのプロセスを、外部専門家

や野洲市職員と密な連携を取りつつ共有しながらの計画の

作成である。事業計画書自体は、専門的な知識を持つ人が一人

で書くことも可能だが、まちづくりの視点で、様々な人や組織

を巻き込まなければ実現しないこのような事業では、計画策定

のプロセスが非常に重要なポイントとなることから、家棟川

流域観光船は、合意形成の地道なプロセスを経ながら、事業

計画を構築していった。

事業計画策定のプロセスと概要
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どんな資源を活かして
・びわ湖周辺の美しい景観

・地元でしか味わえない湖魚料理

・漁師の語り

誰に
・市内自治会・老人会

・野洲市内の小学生

・市街在住の環境に関心ある女性

どんな商品を
・手漕ぎエコ遊覧船と湖魚食の提供を、

漁師の語りを交えながら

どうやって売る
行政のインフラ整備と連動しつつ、

自然の魅力を最大限にみせるまち

づくりプロジェクトとして展開し、

観 光 客 を 呼 び 込 む 。同 時 に 、地 域

住民も関わりやすい価格を設定し、

環境意識を高めていく。

課題
1

課題
2

計画策定の背景：団体の資源（人・モノ・金・情報）はなにか？なにが課題だったのか？ 課題を解決するために
どんな対策を講じたのか？

どのような計画書が
完成したのか？

課題
3

「野洲のまちづくりプロジェクト」における各主体の役割分担

行政・・・インフラ整備

家棟川流域観光船・・・サービスの提供

住民・・・環境保全活動に参画
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1

2

3

事業モデル

組織ニーズ顧客ニーズ

誰に
・環境に関心のある女性観光客
・市内の自治会・老人会
・野洲市内の小学生

どのような商品・サービスを
・手漕ぎ船遊覧

どのような方法で
・琵琶湖の美しい景観、地元でし
　か味わえない湖魚食料理、漁師
　の語りという付加価値をつける。
・湖の駅や湖の家など行政の
　インフラ整備計画との連動

金銭的利益
・女性客向けに湖魚食のフルコース
　を楽しめるツアー価格を設定し
　利益を上げる。地元向けには、
　価格設定を低くおさえ、関わり
　やすい形とすることで、利益の
　バランスを図る。

組織ミッションへの貢献度
・地域住民の環境学習の視点が
　強く盛り込まれており、ごみの
　不法投棄の抑制につながる。

協力者の満足度・地域への貢献度
・地域住民が地域の魅力を再
　認識し、環境意識が高まる。

地
域
の
魅
力
、団
体
の
実
績
、行
政
と
の

関
係
性
を
生
か
し
た
手
漕
ぎ
観
光
船

特徴

食

船

料金

集客

O水郷めぐり H城めぐり 家棟川エコ遊覧

ネーミングがよい

特産牛すき焼き
3,800円/食

エンジン船もあるが、
手漕ぎがメイン

1,200円/人
（貸切：8,000円/艘）

15万人/年

城がポイント

周辺の料亭や
お店などと提携
環境に配慮した

電気式モーター1船

1,500円/人

8千人/年
60代：50％、20代：30％

景観がよい、
船頭の生の語り

湖魚食が食べられる

手漕ぎ船

マーケティング計画

■商品計画―試行実施とアンケート調査
　これまでの検討会などから見えてきた家棟川の事業化に向けた試行をするにあたり、対象の設定および商品メニュー

について専門家を交えたワークショップを行った。

　検討した商品メニューを、30代女性および50～60代という2種類のモニター40人に実際に体験してもらい、

意見交換を行った。また、子ども会にはエコ遊覧の体験を行い、アンケート調査を行うこととした。

　アンケート結果により、県内の近郊観光地との違いについて「ゆったり」「癒し」「自然に触れられる」「びわ湖」

「地域の食文化」「体験」がキーワードに上がった。

　家棟川エコ遊覧の特徴である、「自然景観のよさ」「手漕ぎ舟での船頭の語り」「湖魚食」といった、魅力を再認識

する結果となった。

　また、滋賀県観光調査（2005）から、中高年層の比率の高まりや他府県（大阪府・兵庫県・愛知県）からの流入増加

が明らかとなり、主流は日帰り観光で、自然の風景を見ることが好まれることなども確認できた。

結果をもとに需要予測を行い、次のようにサービスをまとめることができた。

（1）�舟遊覧＋アメノイヲ弁当＠1,500円

対象：市内自治会・老人会（年間集客見込み：100人）

（2）�舟遊覧＠650円

対象：市内子供会、小学生（年間集客見込み：400人）

（3）�舟遊覧＋湖魚料理＠4,800円

対象：県外50～60代（年間集客見込み：1,000人）

（4）�舟遊覧＋湖魚フルコース＠6,000円

対象：県外30代女性（年間集客見込み：640人）

（3）、（4）の価格設定については、アンケートの結果より設定した。集客見込みについては、（1）、（2）は過去の実績、

（3）、（4）は受け入れ体制を考慮して設定した。

［近隣の類似取り組みとの比較］

詳細な提供メニュー実施マニュアルを作成

事業モデル
誰に（属性）
・環境に関心のある女性観光客
・市内の自治会・老人会
・野洲市内の小学生

何を（ベネフィット）
・手漕ぎ船遊覧

いかに（技術）
・びわ湖の美しい景観、地元でし
　か味わえない湖魚食料理、漁師
　の語りという付加価値をつける。
・「湖の駅」や「湖の家」など行政
　のインフラ整備計画との連動

金銭的利益
・女性客向けに湖魚食のフルコース
　を楽しめるツアー価格を設定
　し利益を上げる。地元向けには、
　価格設定を低くおさえ、関わり
　やすい形とすることで、利益の
　バランスを図る

事業主体のミッションへの貢献度
・地域住民の環境学習の視点が
　強く盛り込まれており、ごみの
　不法投棄の抑制につながる。

地域への貢献度
・地域住民が地域の魅力を再
　認識し、環境意識が高まる。

地
域
の
魅
力
、団
体
の
実
績
、行
政
と
の

関
係
性
を
生
か
し
た
手
漕
ぎ
観
光
船

アイディア・テーマを設定するまで

■現状分析
　家棟川に捨てられた大量のごみは、市民ボランティアが回収しているにもかかわらず増え続けていた。問題を解決する

ためには、素晴らしい自然環境とごみの実態の両方を知ってもらうことが必要だと考え、家棟川エコ遊覧船の運航が始ま

った。事業計画書検討時、すでに舟を3艘（屋根付き×2、ガラス張り×1）保有し、60万円の売り上げがあった。主な乗船客

は、地元の自治会や学校であった。家棟川流域観光船は自らの強みと弱みを下記のように分析した。

〈強み〉
　・地域の方々と共に活動していること（びわ湖周辺の6自治会（元）長などが参加）

　・漁師をはじめとした地元の21人が船頭として活躍していること

　・びわ湖ならではの水郷景観

　・行政との連携により環境学習船として延べ2,000人近くが乗船した実績

　・湖魚食はこれまで800人以上が試食し、好評であったこと

〈弱み〉
　・強みである家棟川、びわ湖の魅力をPRできていないこと

　・市民の水環境に対する関心が低いこと

　・舟の維持管理（管理費、修繕費）に使う収益が確保できていないこと

　・インフラの整備（航路の浚渫、駐車場の確保、トイレの設置など）ができていないこと

■専門家を招いた検討会の開催
　ビジョンの共有と目標値の設定を行うため、

コミュニティビジネスサポートセンターの中森

まどかさんが参加した。

　「野洲・家棟川が持つ魅力（＝シーズ）」と「観光

客が野洲に求めるもの（＝ニーズ）」を整理し、

競合との比較をする中で「食べ物（湖魚食）」と「舟」

をポイントとして打ち出していくこととした。

　エコ遊覧事業において、主体は家棟川流域

観光船であるが、各方面との連携は不可欠である。今回の事業策定により、家棟川流域観光船が観光メニューを充実

させることによって、「野洲のまちづくりプロジェクト」を推進することも確認できた。

ビジネスモデルの構築

　川のごみを減らしつつ、まちの魅力を活かした事業を展開していくビジネスモデルは、最終的に次のように整理

された。手漕ぎ船の遊覧を商品に、びわ湖周辺の美しい景観、地元でしか味わえない湖魚料理・漁師の語りという付

加価値をつけ、環境に関心のある女性観光客を対象にエコツアーを実施すると同時に、市内の自治会・老人会、市内

の小学生の環境学習を対象に、関わりやすい価格設定で地元住民の環境意識を高める、というものである。

　市内の小学生や自治会・老人会

をサービスの対象者としたのが特

徴のひとつであるが、それは地域

に住む人自身が、地域の魅力を認

識する環境学習の視点が強く盛り

込まれているためである。

　本事業は、行政と協働したまちづくり

プロジェクトの一環として、事業計画

策定から行政や地元住民と協働で行い、

「湖の駅」や「湖の家」などの行政の

インフラ整備計画と連動することで

ビジネスモデルとして成り立つ。

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト

事業主体の
プロフィット（利益）

受益者（顧客）側の
ベネフィット（利便性）
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4 5

6

連携体制

　エコ遊覧事業において、主体はNPOであるものの、各方面との連携は必要不可欠である。「野洲のまちづくりプロ

ジェクト」推進の一環として考えている本事業では、下図の体制を整えるに至った。NPOとしての課題は、船頭、事

務局体制の充実のため、会員拡大を行い、新たな船頭（60歳前後）の確保、ホームページやブログの設置である。

［野洲のまちづくりプロジェクト 運営体制図］

運営事務局

NPO法人家棟川流域観光船
松沢さん、北出さん

地元商店・企業

地域団体・自治会 学校・教育機関 農林水産業従事者

NPO・市民団体

市民運営ボランティア 行政

運営メンバー

年度

1年目

3年目

売り上げ目標

6,204,800円

17,041,920円

売り上げ実績

1,860,000円

※売り上げ実績は見込額

漁師弁当チラシ（表） チラシ（裏）

売り上げ目標と実績

　売り上げ目標は、下記を前提条件として設定した。

・船頭が1日2回運航することは体力的に難しい（交代する必要がある）。

・調理体制に限界があるため、舟遊覧＋湖魚料理＠4,800円と舟遊覧＋湖魚フルコース＠6,000円を同日に実施

　することは難しい。

・基本は土日の需要。50代や老人会などは平日にも需要あり。

・舟は、1年目には4艘、3年目には6艘、各8人乗りで算出。

　黒字化のためには、年間500万円程度の売り上げが必要である。初年度の売り上げ実績は、東日本大震災による

自粛ムードの影響を受けたことや、インフラ整備ができていないこともあり、目標に届いていない。

　売り上げ向上のためには、5つの点での改善が必要だと考えている。

①観光向けの実施回数を増やす→広報、調理体制の充実

②1回当たりの乗船定員を増やす→舟の購入、事務局体制、調理体制の充実 

③乗船率を増やす

④プランを見直す

⑤単価を上げる

　インフラ整備については「湖の駅」（大型バスの駐車場やトイレ設備を有し、家棟川の観光拠点となる施設）の建設が

事業の展開と大きくかかわっているが、この計画をもとに現在、滋賀県や野洲市とともに「湖の家」（環境学習拠点）

の建設に向けた協議を進めており、インフラ整備の進捗状況と合わせて柔軟な目標設定をしていく必要がある。

　この事業モデルの成功は、NPOの自立だけでなく地域の成果に

もつながる。その成果とは、手漕ぎ舟の運航とびわ湖の普及を通じて、

住民自らびわ湖や河川を守り育てる意識を持つようになり、在来魚

が増え、地域経済が活性化することにある。

情報発信

　情報発信については、市内・市外に分けて検討した。

［市内］

・家棟川流域観光船の会員を通じたネットワークの活用

・2名のマーケティング担当者が地区を役割分担し、自治会・子ども会・子ども教室（教育委員会所管）を対象に勧誘

・行政との連携による情報発信

［市外］

・観光物産協会との連携：観光物産協会のホームページへの登録・チラシの配布 

・地域で発行されている雑誌、タウン誌への掲載

・ブログによる情報発信

・旅行代理店との連携を進めるために情報発信の勉強会を開催

　これらの情報発信をするにあたり、これまで不評であった漁師料理の写真を撮りなおし、チラシの刷新を行った。

運行・安全管理

運行管理者

舟の回送（※1）

漁業共同組合

接客対応

スタッフ2名

事務局

理事長兼任

船頭手配（※2）

スタッフ1名

食事手配（※3）

スタッフ1名

総括責任者

理事長
（NPO）一般会員 27人

船頭（21人）
経理 / 受付

職員1名

民宿旅館

調理スタッフ4名

協力体制

調理補助スタッフ2名

マーケティング

スタッフ2名

［野洲のまちづくりプロジェクト 推進全体図］

観光メニューの充実
○エコ遊覧・湖魚食の充実
○宿泊先との連携
○びわ湖遊覧・他資源との連動

（銅鐸博物館・三上山・農業漁業体験・直売所等）

インフラ整備
○航路の浚渫（しゅんせつ）
○乗り場の整備
○送迎手段の確保
○駐車場の確保

PR・誘致
○ツアーづくりの協力
○PRツールの作成（マップ等）
○PR協力

環境保全の推進
○環境学習
○不法投棄の対策
○生活ゴミ減量啓発
○ゆりかご水田の推奨

横の連携推進
○農林水産業との協力
○観光メニューの連動
○商品開発
○NPO・地域団体間の協力

（※1）舟の回送は、最低1人必要。船頭との兼務可能。

（※2）舟の数に応じて船頭を手配する。

（※3）食事が必要な場合は、民宿旅館へ手配する。

　　 食事数に応じて、民宿旅館で人員配置を行う。

・・・・当日に必要な人員配置

・・・・破線は、外部協力体制
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家棟川を知ってもらい、川をきれいにしていきたいという思いから始まったエコ遊覧船の活動は、

湖魚食など個性豊かで独自性の高い強みを活かし、アンケート調査などを交えながら新たな観光

メニューの創出となった。また、行政との連携により拠点の整備を進めるなど、これまで多くの活動

実績がある家棟川流域観光船ならではの事業となった。

家棟川流域観光船が実施するサービスは、エコ遊覧船と湖魚食の提供であるが、観光客が増える

ためにはインフラ整備や環境保全の取り組みなど、総合的な取り組みを展開していかなければなら

ない。今回は「野洲のまちづくりプロジェクト」という全体的なデザインが描かれ、行政や地域住民

などの協力が得られる計画をつくることができた。

これまで経験に基づく漁師の勘をもとに実施してきたエコ遊覧船ツアーをプログラム化し、船頭に

よるサービスのばらつきをなくすことで、品質の均一化を図ることができた。黒字化のためには

提供するサービスの質の向上が必要であり、ノウハウが可視化できたことで、クレーム軽減や業務

の効率化などが可能になった。

今回の事業計画を策定するに当たり、野洲市の職員が検討会に参加するなど、積極的に行政が参画

した。休憩所や「湖の家」といったインフラ整備の部分は行政が担い、エコ遊覧船や湖魚食を提供

する部分は家棟川流域観光船が担い、全体として「野洲のまちづくりプロジェクト」を推進させて

いくという体制が構築できた。

課題解決に向けて
春の花見船から今年度のエコ遊覧事業をスタートしようと考えていた矢先、東日本大震災による

自粛ムード。そんな中、野洲市などとの協働で申請した補助事業が採択され、「湖の駅」の建設の具体

的な一歩となったことや、流域全体の水質や生態調査などを行うことができることになったそうだ。

「事業計画書を書いたことは、しっかりとした基盤を作ることにつながり、各方面との連携体制も

強化できた。このことは、NPOだけでは実現できなかったインフラの整備へとつながっている。」と

理事長の北出さんは言う。これからの課題は、若手船頭の確保と情報発信である。副理事長の松沢さん

は「単にアルバイトを雇えばいいものではない。人を育てて、ノウハウを引き継ぐ必要があるが、

なかなか担い手が見つからない。」と神妙な面持ち。船を漕ぎながら、乗客に川の自然を説明する船頭

の確保は、本事業での大きな課題である。情報発信については、しっかりとした受け入れ体制が整って

いないため、タイミングも含め検討をしているそうだ。

自然をフルに活用
「別に特別なことをしているわけではない。すでにある自然をフルに活用した事業であり、全国どこ

でも応用できる。」と北出さん。地域の資源を活かし、新規事業を構築することは、いかにその地域の

課題を認識し、その課題解決のために一生懸命になれるかがポイントのようだ。

事業計画策定のプロセスを振り返る

インタビュー

｜19

①資源は活かされたか？

②まちづくりの観点からみた事業構築の可能性

③暗黙知化したノウハウの可視化ができるか？

④行政との連携をどう作るか

理事長 

北 出 さ ん 、

副理事長 

松 沢 さ ん

トリプルボトムライン

　環境NPOが展開するビジネスを考える上での基本的な考え方に『トリプル

ボトムライン』があります。これは、通常ビジネスが儲け（＝経済性）を主として

考えるのに加えて、環境と社会という軸をラインに加え、経済性・社会性・環境性

という3つの観点でとらえる方法です。オオタカ見学ツアーを提供して儲かった

はいいが、過度なツアー客で里山は踏み荒らされていないだろうか（環境的視点）、

土地の所有者や地域の人の理解は得られたか（社会的視点）といったように、

3つの視点を往復運動しながらビジネスの規模や解決すべきミッションとビジ

ネスの距離を図っていきます。ただ顧客に満足してもらえばいいというビジネス

とは根本的に異なると言えます。特に環境をテーマにした場合、単に漠然と

「オオタカを守る」ではなく、このビジネスを通じてオオタカが生息するのに

必要な里山の面積のうち、どれくらいを守れるのか、または啓発効果として何人

くらいの人に生態系を教えられるのかなど、具体的で検証可能な環境効果が

求められるでしょう。いくら儲かったかという経済的な指標と比べると、指標の

設定自体が難しくもあります。

コ ラ ム . 2



NPO法人

地域環境デザイン研究所 ecotone（エコトーン）

2001年（法人格取得：2005年）

京都市中京区

http://www.ecotone.jp/

2,800万円

有給職員4人、非常勤職員（アルバイト、パート含む）1人

2 R 型 飲料販売システムの構築

設立年月日

所在地

URL 

年間予算

組織体制（人数）

｜ 事業概要 ｜　NPO法人　地域環境デザイン研究所 ecotone（以下：ecotone）は、地域において現在の大量生産・大量消費・大量廃棄の

社会システムの変革をめざし、ライフスタイルの見直しを図るなど、環境共生型まちづくりを推進している。また、環境活動へ

多くの市民の参画を図るべく、市民コーディネーターを育成し、問題解決のために市民が多様なメディアやアートを駆使し、表現

する能力を獲得するための支援を行っている。主な事業は、お祭りやイベントでの2R（リデュース：発生抑制、リユース：再使用）の

普及啓発及び実践を行っている。豊かな緑に囲まれ、かつ京都議定書の採択地でもある京都を拠点として、市民・事業者・行政など

のパートナーシップを重要視し、具体的な活動を展開することで、持続可能な社会システムへの移行を目指している。
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資源
ecotoneの資源は、①リユース分野において先進的に行っている活動の中で蓄積したノウハウを用い、リユース食器を活用した

お祭りやイベントにおける事業を構築していること②行政や企業とのつながりを具体的に有していること③環境意識の高まりから、

マイボトルの使用を高めたいとする消費者が多くなってきていること④大企業や行政と協働事業を展開することで、効果的な

メディア発信を行うなどの独自の広報戦略を有することなどがあげられる。特に、②についてはecotoneの長年の実績の中で培わ

れてきたものである。

　　衛生的な問題が起きた際の責任の所在をどうするのか？
顧客が持ち込んだリユース容器に飲料の中身販売を行う際に、小売りや飲料メーカーの責任はどこまでなのか。また顧客に対し

どのような立場で衛生面を徹底するよう呼びかければ良いのかを明確にすることが課題であった。

　　コーディネーターの立場であるecotoneがどのように事業収入を得るのか？
ecotoneは、それぞれのノウハウや資源を持ち寄り構築される事業のコーディネート役を担うという特殊な立場でかかわっている。

この事業において、どこに収益源を見つけ、事業収入を得るべきなのか役割を含めて整理する必要があった。

　　大企業との連携体制をどのように作っていくのか？
連携企業が大手のメーカーや小売店であったため、意思決定の手順やそれぞれの役割分担、責任範囲などをどのようにしていくかが

課題であった。特に意思決定のスピード感の違いが障害になる場面が多々見受けられた。

事例.3

全国型
事業規模「大」

このモデルの特徴
既存事業の実績を生かしたノウハウからデザインした、ドリンクの新しい販売形態を

生みだし、環境へ配慮したライフスタイルの転換を創出した。

ecotoneを本事業の事務局的な立場として機能させ、小売店、

飲料メーカー、行政など、個別の調整会議と、連携企業及び

行政が一堂に会する月1回の会議を組み合わせ、それぞれの

進捗や課題の共有を行った。その結果、消費者への衛生に関する

啓発については、ecotoneからの発信が重要であるという

認識のもと、本事業内での役割も整理され、円滑に社会実験の

実施に結びつけることが出来た。

事業計画策定のプロセスと概要
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どんな資源を活かして
・リユース分野での実績や、蓄積されたノウハウ

・企業や行政との強固なつながり

・環境意識の高まり

誰に
・マイボトルを所持している全ての人

どんな商品を
・ライフスタイルの変革や具体的なごみ減量につながる、

　マイボトルへのドリンク提供

どうやって売る
・飲料メーカーや小売店、ボトルメーカー、行政をコーディ

　ネートする立場に立ち、消費者へ利用を促す小売店（コンビニ）

　モデル

・飲料メーカーや企業の間に立ち、オフィス内でのドリンクを

　提供するオフィスモデル

課題
1

課題
2

計画策定の背景：団体の資源（人・モノ・金・情報）はなにか？なにが課題だったのか？ 課題を解決するために
どんな対策を講じたのか？

どのような計画書が
完成したのか？

課題
3

ecotone

行政

飲料
メーカー 小売店



アイディア・テーマを設定するまで

■現状分析
　ecotoneでは2009年6月23日からコンビニエンスストアにおいて社会実験を行い、飲料の中身供給を行なう

課題抽出や、基盤整備を実施してきた。今回の事業計画書策定は、すでに実施している社会実験と並行して行われた。

　これまでの実験結果を元に、市場環境分析・SWOTクロス分析等を実施した結果、下の表のようになった。

　すでに社会実験を行っていることから、強み（S）として企業や行政との、連携体制やデータを有していること

などがあげられるなど、具体的な分析をすることができた。

　本事業の特徴は、市民・事業者・行政それぞれが保有している技術やノウハウ、流通ラインを持ち寄ることで、

新たなマーケットを創造する仕組みをつくり、協働で2R型のまちづくりを進める事業の事務局的な位置づけを

確立することであり、それに沿って事業計画書を作る方針を定めた。

強
み
S

内
部
環
境

弱
み
W

機会 O 脅威 T

外部環境
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1

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト

事業モデル

事業主体の
プロフィット（利益）

受益者（顧客）側の
ベネフィット（利便性）

2

誰に（属性）
・マイボトルを保有している人に
・これからマイボトルを購入
　する人に

何を（ベネフィット）
・飲料の中身販売
 （リフィルドリンク販売）

いかに（技術）
・NPOが中心となり、行政、飲料
　メーカー、小売などとの連携を
　図り、システムの導入を進める

金銭的利益
・新しいマーケットの創造と
　社会貢献活動

事業主体のミッションへの貢献度
・ごみ減量、地球温暖化防止、
　持続可能なライフスタイル
　への転換の促進

地域への貢献度・消費者の満足度
・新しい商品購入選択肢の拡充
　と安価商品への期待

リ
フ
ィ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入

・行政との協働体制が整っている
・大手コンビニエンスストアの参画/
　協力体制が整っている
・大手飲料メーカーの協力体制が整っている
・社会実験を通したデータの蓄積
・お祭りやイベントなど非日常の場での
　サービス提供/啓発は継続的に実施済み
・コンビニなど不特定多数の消費者が
　使用する場でのサービス提供を日本
　初で実施している

・企業活動としての2R型飲料販売への貢献
・大きな組織体と連携し大規模な販売
　チャンネルの開拓とPR活動
・豊富な社会実験データを活用した営業
　活動の実施
・マイボトルや水筒の使用機会を増やす

・連携先の開拓/拡大
・行政施策への働きかけ
・2R型商品の流通拡大やインフラ整備
　に向けた市民的なムーブメントの形成
　（ニーズを高める）
・消費者の衛生管理能力を高めるための
　啓発の強化

・不特定多数が利用する小売り店鋪でなく、
　利用者が特定された店舗での導入へ
　切り替え
・ウィルス感染などに対するリスク
　マネジメントの充実
・使用可能なボトルの限定化

・2R型飲料販売実施に向けたマニュアル
　（衛生管理や店内オペレーション、許可
　書取得など）の作成
・消費者が2R型商品を選択する際の
　インセンティブの検討
・社会実験のデータなどから安心/安全
　な商品であることのPR

・飲料メーカーやコンビニなど環境配慮
　型の商品/サービスを積極的に模索中
・新しい市場の創造
・ごみ減量や地球温暖化防止への取組
　の高まり

・マイボトルや水筒の衛生管理
・不特定多数の消費者へのサービス提供
　における飲料メーカーや小売りの
　リスクの高まり
・ディスペンサーを設置するには喫茶
　営業許可証などの取得が必要不可欠
・ペットボトルや缶入り飲料など、ワン
　ウェイ容器の利便性/効率性

・連携先が大きな組織であることから
　これまで実施していない中身に対し
　意思決定に時間がかかる
・大手飲料メーカーやコンビニなどが
　業界を挙げて取組みを推進している
　訳ではない。
・大手飲料メーカーやコンビニなど複数
　の連携先を保有していない。
・衛生面に対し不安が残る
・ノウハウは保有しているが商品/店舗
　などは保有していない

事業主体（共同）

大手飲料メーカーA社 大手コンビニチェーン店B社  

障害福祉施設及び京都市立総合支援学校

ecotone京都市

・商品の仕入れ

・店舗しつらえ

・販売

・実習生の派遣

・ディスペンサー
　機器の無償貸与

・中身飲料供給

［社会実験関係図］

ビジネスモデルの構築

■社会実験
　小売店（コンビニ）モデルの実証として、京都市との協働で大手飲料メーカーA社（以下、A社）大手コンビニチェーン

店B社（以下、B社）の協力を得て、京都市役所内に実験店舗「エコ・コンビニ みやこスタイル」を設置し、2R型飲料

販売『リフィルドリンクシステム』の社会実験を期間限定で行った。

■調査の検証
　これまでの調査や社会実験でのアンケート等から改善点を洗い出し、顧客の利便性と事業主体の利益からビジネス

モデルを検討した。新規性・成長性・公益性についても検討した結果、コンビニのように消費者が積極的に利用しや

すい飲料販売拠点を整備し、新しい市場と誰にでも利用可能な価格設定で2R型飲料販売のインフラを整えることと

なった。また、マイボトルの使用率を上げ、新たなライフスタイルを選び取る状況を創り出す必要性を再確認できた。

　懸念だった収益源については、飲料の売り上げごとに2％～5％の手数料を飲料メーカーから得るモデルを構築

することとした。ただし、手数料の適正性については今後も検討の余地を残した。
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売り上げ目標と実績

　観光市場事業（コンビニモデル）、オフィス市場事業（オフィスモデル）についてそれぞれ収支計画を行った。事業

を進める中での課題は、コンビニエンスストアでの日常的な販売が未だ実施できていないことである。現在は、販売

体制と流通計画を連携団体と定期的に協議している。

　売り上げ実績は、本事業を進めるために調達した助成金が半分を占めている状況である。残りは各社からの調査

委託費用などとなっている。想定していた事業収入を得るには、関係各社の意思決定や商品販売のタイミングを

計ることが必要となり、事業開始に向けた調整や、消費者ニーズをより引き出す仕掛けづくりが求められている。

　本事業で特徴的なものの一つが資金計画である。事務局であるecotoneには、リフィルドリンクシステムを進める

ための設置場所やオフィスのコーディネートを行う担当者の人件費が必要になる。

　そこで、税理士に資金調達や運用に関して、ecotoneが飲料メーカーや小売店とどのような契約を結ぶことが

できるかなどの相談を行った。その結果、社会実験を行っていないオフィス市場に関しては、オフィス向け飲料

メーカーと協定を結ぶことによって、事業の幅を持たせることが出来た。

　現在はまだ当事業の専任担当者はいないが、2012年度中には専任担当者の雇用も検討している。

情報発信

　2Rに関しては、日常的に市民が消費行動を行なう際、あまり意識をせず選択をしているのが現状である。特に、

飲料販売の2Rのサービス・商品の提供・流通は、大手コーヒーチェーンを除いてほとんど普及していない。本事業の

情報発信のみならず、飲料販売の2R市場そのものを広めることが事業普及にもつながると考えられる。

　ecotoneは、通常の広報に加え、市場そのものの認知を促すため、行政や大企業との連携を積極的に行うことで、

企業をメディアに見立てたレバレッジ（てこの原理）型のPR活動を行っている。ecotoneが単体で2Rに取り組む

よりも、行政や企業と連携して取り組む方が社会の認知度は高まり、市場を広げるには効果的である。将来的には

京都を皮切りに全国展開への構想も持っており、20～30代までのサラリーマン・OLの多い、主要都市のビジネス街

などでの普及を目指している。また事業者・市民・行政とのパートナーシップによって、売上げの一部を温暖化防止

活動に充当するなど、公益性を高めることにより、事業のニュース性を高めることも狙っている。

3

4

6

マーケティング計画

　マーケティング計画は、下図の流れで立案した。

　特に力を入れる場を、エコツーリズム（観光客をターゲットとしたコンビニ）とオフィスという異なる2つの市場

に想定した。ここでの問題は、どちらも収益源を作り出す方法が明確になっていないことだった。そこで、それぞれ

の場でこの2Rシステムを導入するうえでの価値を検討した。

　検討された4つの価値は、①CO2削減（使い捨て容器からマイボトルへの移行によるCO2削減貢献）②認証による

イメージUP（店舗に認証ステッカーを貼付）③リフィルマップによるPR（導入店舗の場所を集約したマップをインター

ネット上で公開）④環境プログラムによるPR（エコポイントシステムや社会貢献キャンペーンなどの提供・展開）。

　価格設定については、それぞれの市場を新しいマーケットと位置づけた上で、誰にでも利用可能な価格設定を

行うことで、販売のインフラを整えることを狙った。

連携体制

　本事業の特徴は、飲料や販路を提供する企業や、場を提供する行政だけでは実現しない価値を創出することであり、

ecotoneは事務局的な位置づけでそれぞれの企業や行政のノウハウを集結させる役割を担っている。A社などの

飲料メーカーや、小売店であるB社、またオフォス内でのリフィルドリンクシステムを推進することも念頭におき、

大手文具メーカーC社も今回の連携主体として事業計画策定に関わった。また、行政の施策との連携も本事業の

推進にとって重要であることから、京都市もメンバーに加わった。

　実現への課題は、衛生的な問題が起こった際のリスク分担であった。自ら持ち込んだマイボトルに飲料を入れる

当モデルは、特にコンビニのように多く顧客が来店する場では、消費者に対する徹底した衛生指導を行うことは

難しい。今回行った社会実験では、京都市が推進する施策に飲料メーカーや小売店鋪の販売者が実験的に「協力」

するという性格を強調することによって実現した。また、ecotoneは「消費者」でなく「参加者」として企業と向き

合える体制を採り、衛生指導を含めた啓発や社会実験に向けた協働の形を整理した。

　今後、実際に小売店（コンビニ）モデルを展開していく際に、この衛生面での問題を解決するにはルールや指針

作りが必要となり、今後の大きな課題である。

年度

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

売り上げ目標

1,702,000円

3,404,000円

7,166,000円

12,988,000円

34,932,000円

売り上げ実績

市場の細分化
（セグメンテーション）

受益者増の想定
（ターゲティング）

優位性作り
（ポジショニング）

市
場
想
定　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

市
場
想
定　

オ
フ
ィ
ス

事
業
内
容

強みを発揮する市場設定
・マイボトルエコツーリズム

強みを発揮する市場設定
・リユース容器を導入することによる
　オフィスのグリーン化と社員教育

受益者（顧客）属性
・観光客
 （50歳以上の方、入洛5回以上のリピーター）

・修学旅行生

使用シーン
・主 要 観 光 地 の 土 産 物 屋 な ど に て 、
　マイボトルで飲料を購入。

ベネフィット
・エコライフの実践

受益者（顧客）属性
・サラリーマン/ＯＬ

使用シーン
・オフィス内のディスペンサーにて、
　マグカップで飲料を購入。

・オ フ ィ ス 街 の コ ン ビ ニ に て 、マ イ
　ボトルで飲料を購入。

ベネフィット
・エコライフの実践

・オフィスのごみ減量

市民・事業者・行政の
協働事業としての価値・信頼感

社
会
貢
献
・
環
境
配
慮

本事業

他事業

市民・事業者・行政の
協働事業としての価値・信頼感

社
会
貢
献
・
環
境
配
慮

本事業

他事業

2,450,500円
（助成金：1,250,000円）

3,225,000円
（助成金:1,520,000円）
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これまでの活動の中で培われたネットワークやノウハウを最大限に活かした連携体制と事業構築、

また社会的なインパクトを与えうる事業実施体制を構築することができた。企業と行政と連携する

うえで、それぞれのノウハウを持ち寄り、市民の立場から社会のニーズを満たす本事業を構築出来

たのは、ecotoneならではの実績とノウハウが活かされたからと言える。（また、衛生面に関する

法律や地方自治体のガイドラインと照らし合わせながら事業を構築する必要性が確認され、新たに

調査も必要になった。）

社会実験の際は、行政が責任を持ったことで、懸念していた衛生問題は起こらなかった。食品衛生法

との兼ね合いで、飲料の中身販売時でも持ち込み容器の責任を小売り側が持たなければならない

ことが分かり、小売り及び飲料メーカーの責任のもとで具体的にどのような商品展開が可能か、

現在も模索中である。

事業収入については、飲料の売り上げごとに2％～5％の手数料を飲料メーカーから得るモデルを

構築することとなった。ただし、設置場所の条件や社会実験を進めていく中で、手数料の妥当性を

見直しながら進めることとした。

大企業との連携体制は、スピーディな意思決定を共通認識とし、情報交換を密にすることによって、

足並みを揃えることに成功した。本格的な事業実施のためには、食品衛生法や国の支援体制などを

含めた検討をしなければならず、すぐに実施することが困難な状況となった。安全安心を確保した

うえで売り上げが確実にあがる事業であるかは、さらなる調査をしたうえで見極めていく必要がある。

新たな販売手法への挑戦
事業計画を書きはじめた段階で、すでに始まっていた社会実験。この社会実験の構想から5年を要し、

企業の協力を現実のものとさせるまでには、衛生面での問題が起きた際のリスク分担が大きな課題

だったそうだ。「これまで例のない販売手法を全コンビニに導入が図られるまでの契機にはなら

なかったかもしれないが、少なくとも懸念は取り除かれた。また、補充拠点が出来ればマイボトルの

使用率が高まる傾向も明らかとなった。」と太田さんは言う。

情報発信を続けること
ecotoneの情報発信は、事業の情報発信だけではなく、飲料販売の2R市場を広めることを目的と

している。太田さんは、「消費者の声が大きくなれば、日常的なサービスに発展できる。意識が高い人々

の行動を促進する仕組みの一つとして、地域での制度の構築と普及につながってほしい。」と、大きな

ミッションを語ってくれた。

事業計画策定のプロセスを振り返る

インタビュー

｜27

①資源は活かされたか？

②衛生的な問題が起きた際の責任の所在をどうするのか？

③コーディネーターの立場であるecotoneがどのように事業収入を得るのか？

④大企業との連携体制をどのように作っていくのか？

代表理事 

太 田 航 平 さ ん

事業計画の精度を合意形成で高める

　事業計画は、事業の方向性を定める羅針盤の役割を果たします。事業を展開

していく中では、思わぬ支出があったり、やろうとしている事業に思わぬライバル

がいたりして、思ったようにうまくいかない場合もあるでしょう。あらかじめ

計画を立てることで、様々な視点から事業の実現可能性を検証したり、お金を

借りたり、助成金を獲得したりすることが可能になります。　

　環境NPOが精度の高い事業計画を策定する際に、通常と大きく異なるのが

「合意形成」です。このプロセスはコンサルタントなど専門家が一人もしくは

少数で書く計画書とはまったく異なります。

　ポイントは「組織内部の強化」と「多角的な視点」です。

　まず「組織内部の強化」については、事業計画を書くプロセスを共有することで、

組織の弱み・強みを把握し、備えるべきスキルを知ることができますし、現場

スタッフと理事会の意思疎通を図ることもできます。多様性が重んじられる

NPOにおいては、時に組織内における意思統一が図られていないケースがあり

ますが、それではいざというときのリスクには対応できません。

　また「多角的な視点」については、関係する外部の協力者との合意形成を図る

ことで、自分たちではとても良いと思っていることが、実はそうではなかったなど、

第三者的なチェック機能を果たすことができます。特に環境問題は、NPO単体

で課題解決できるケースは少なく、自治体・学校・企業・土地所有者などの協力が

不可欠です。それら協力者に事業計画を説明してアドバイスをもらい、計画を

ブラッシュアップしていくことで、少しづつ精度が高まっていきます。

　合意形成プロセスを経てつくる事業計画は多くの労力と時間を要します。

しかしそれこそが社会課題の解決に向けた事業を行うに当たって、多くの人の

意見を汲んだ証拠であり、事業の信頼性の裏付けになっていくのです。

コ ラ ム . 3

環境NPOがなぜビジネスなのか？

　環境NPOがビジネスを行う場合の特徴として、顧客の特殊性があります。

　『オオタカは支払わない』という言葉は聞きなれないかもしれませんが、

ビジネスを行う上での環境NPOの特徴を表しています。里山の保全や、野生生物

の保護、海の漂着ごみの回収などは、どれも重要な社会問題ですが、ビジネスの

観点でみると、それらの課題に取り組む支出に対し、収益は発生しません。通常

のビジネスでは、対価を払わない顧客に商品やサービスは提供しませんが、環境

NPOは『支払わない顧客』のために働いていると言えます。

　『支払わない顧客』へのサービスを提供しつつ、組織を維持していくための

費用をねん出するわけですから、その経営は頭の痛い問題です。結果、助成金や

委託への依存度が高まる傾向となっているケースも多いようです。しかし、助成金

や委託が収益の主軸になると、NPOの自立性が損なわれるだけでなく、外部と

の連携よりも、助成申請書を書き続けることを優先させるという「中毒症状」を

引き起こす結果となります。

　NPOとしては、ミッションの達成のために自らの足で立つことは非常に重要

であり、環境NPOの場合、環境課題の解決という遠く・広いテーマをミッション

に掲げているのですから、組織も持続的な体制を構築する必要があります。

　ビジネスの一連の流れの最大のポイントはサステナビリティ（継続性）です。

組織という体の中を、お金が血のように循環していくことで基盤が安定し、長期的

な計画を持って課題の解決に取り組むことができます。

　NPOの収入は、会費・寄付・事業収益・助成金・委託など複数ありますが、それ

に加えて、ビジネスを通じた継続的な収益確保もまた、活動を展開させていく

上で欠かせない選択肢のひとつといえます。



NPO法人

循環生活研究所
1997年（法人格取得2004年）

福岡市東区

http://www.jun-namaken.com/

35,000千円

有給職員　5人、非常勤職員（アルバイト、パート含む）5人

コンポストでつながる
小さな循環いいくらしネットワーク

設立年月日

所在地

URL 

年間予算

組織体制（人数）

｜ 事業概要 ｜　NPO法人　循環生活研究所（以下：循生研）は、地域内で暮らしに必要なものが循環する豊かで創造的な暮らしを

普及・実践することを目標に、生ごみや庭からでる有機物をごみとして出さずに循環させる技術とたい肥づくりの楽しさを伝える

活動などを行っている。コンポスト※の取り組みを始めて50年。その蓄積された経験を生かし、シンプルで簡単にできる方法の

研究開発を続けており、たい肥化技術を普及するアドバイザーは2011年度末で140名になる。

※コンポスト・・・・生ごみや下水汚泥、浄化槽汚泥、家畜の糞尿、農作物廃棄物などの有機物を、微生物の働きによって醗酵分解させたい肥にしたもの。日本では、都市の生ごみ
　　　　　　　　 から作られる有機肥料を指すことが多い。

28｜事業計画.4 循環生活研究所 ｜29

資源
家庭向けコンポスト事業を通して蓄積した実績や専門性・ネットワークが最大の資源である。また、コンポスト事業のほかにも

菜園活動・フリーマーケットなど多様な事業を展開しており、それらの経験が蓄積されていることも団体の資源である。

　　ダンボールコンポスト事業の次の展開
すでに実施しているダンボールコンポスト事業には、「コンポストに取り組む人材が増えた際、できたたい肥をどうするか？」と

いう問題や、「継続してコンポストに取り組むにはどうすればよいか？」といった課題が残る。コンポストの取り組みを継続・拡大

していくためには、できたたい肥を活用する「次の事業」を構築する必要があった。

　　散発的に行われてきた事業の統合・整理
循生研では、これまでの事業によって、人的資源・ノウハウなどは相当程度蓄積されてきた一方で、すでに有している資源を有効に

活用できていない点が課題であった。散発的に展開していた各事業を一連のサイクルとして整理できれば、各事業の相乗効果が

見込まれる可能性が高いことから、循生研が有するノウハウなどの“暗黙知”となっている資源を顕在化させ、全体サイクルを機能

させることが課題であった。

　　従来のボランティア活動から事業化への対応
ダンボールコンポストの取り組みは、ごみの削減を望む市民の共感を背景に、草の根運動的に展開してきた。海岸清掃やキャンドル

ナイトなど、草の根運動的に広がった事例は多数あるが、事務局経費の確保については、循生研も同じような課題を抱えている。

対策として事務局経費を極限まで下げるか、事務局経費を確保するため新規に収益事業を立ち上げる方法が考えられる。今回の

循生研は後者を選択したが、その際、草の根的に展開してきた経験値がそのまま生かされるわけではなく、顧客の設定、対価に

見合ったサービスの提供など、熱い想いをぐっとおさえ、冷静に市場を分析する視点を持つことが求められる。団体の柔軟な発想

転換が事業立案のカギになる。

事例.4

全国型
事業規模「小」

このモデルの特徴
既存事業の間に、橋渡し的な収益事業を立ち上げることで、環境面での成果を上げつつ、

事業を継続的に展開していく全体的な構造を作り上げた。

課題の解決に当たり、団体の強みであるネットワークを生かし、

8種類の会議を通じて、事業検証やヒアリングなどを行った。

とくに現場での講座開催とアンケートの実施は、講座の構成や、

参加者のニーズ把握、料金設定を計画するに当たり、生の声を

反映することができた。8か月の間に大小71回もの会議を開き、

これまでの共感者とは異なるさまざまな人の意見に耳を傾

け、それらを集約する形で事業計画に反映させていった。今

までの個別の取り組みを、事業全体としてどうまわしてい

くかという視点で、事業の配置を見直すことが解決のポイント

となった。

事業計画策定のプロセスと概要
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どんな資源を活かして
・長年かけて蓄積した実績・専門性・ネットワーク

・さまざまな事業を展開してきた経験値

誰に
たい肥を活用した野菜作りをしたい

・定年退職後の団塊世代

・30～50代の現役世代

・企業のCSR

どんな商品を
・趣味と実益を兼ねた本格的なコン 

　ポ ス ト づ く り・菜 園 ノ ウ ハ ウ を

　提供する「半農都会人講座」

どうやって売る
・コンポスト講座を地域で展開する

　地域アドバイザーを通じて、講座

　参加者へ呼びかける

・C S R 活 動 に 関 心 あ る 企 業 へ の

　アプローチ

・行政機関との連携

課題
1

課題
2

計画策定の背景：団体の資源（人・モノ・金・情報）はなにか？なにが課題だったのか？ 課題を解決するために
どんな対策を講じたのか？

どのような計画書が
完成したのか？

課題
3

事業の組み立て（8つの会議で構成）

事業検証　
検討委員会

（大学・福岡市・経産省・企業・環境省）

プログラム・連携
JCVN理事会

（4つの環境保全NPOトレーナー）

意見の集約　
トレーナー会議

（アドバイザーのサポート）

現場からのフィードバック・プログラムへの反映・インセンティブシステム
リーダー会議・小さな循環運営会議・生産者会議・環境保全型農業者会議・ベッタ会

（年間90本の菜園講座・400本の堆肥講座）



アイディア・テーマを設定するまで

■現状分析
　当初循生研では、これまで実施してきた事業を統合化し「小さな循環」という仕組みにすることを想定していた

が、それが外部からは理解されにくく、検討委員会などで絞り込みを求める意見が出された。ミッションに基づい

て事業を展開してきた循生研にとっては、どの事業もやるべきことであるという考えが強く、その絞り込みが大

きな悩みとなった。

　最終的に、循生研が実施する年400回の講座と、その過程で触れる何万人もの経験談や質問から蓄積されたノウ

ハウを活かした人材育成事業に焦点を当てることにした。

　SWOT分析では、団体の強み（S）を社会的な機会・背景（O）に活かすという強化戦略（SO戦略）に目を向けること

が定石といわれているが、循生研も「農業政策における、人材開発と養成～支援の必要性」という機会をとらえよう

としている。一方でDIYショップや就農派遣業者などの競合他社を脅威（T）ととらえ、それに対する差別化・事業の

ブランド化を意識しており、SWOT分析の逆転戦略（ST戦略）を念頭に入れている。
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1 2

強
み
S

内
部
環
境

弱
み
W

機会 O 脅威 T

外部環境

・既存のトレーナー・アドバイザーの量の
　拡大（スピーディーに絶対数の確保）に
　よるシェア拡大
・市場のニーズ、ウォンツから新たな
　人材育成事業の創出

・今までの実績とノウハウを基に徹底
　した差別化戦略をとる→オンリー・ワン
・豊富な経験と実績を基に追従者の
　「一歩先」を走る環境循環型事業展開
・事業のブランド化

・大手資本との直接競合を避け彼らが
　不得意とする地域密着型で、きめ細か
　な事業展開を目指す
・社会（地域）への還元がしっかりと見え、
　信頼と共感を得る戦術（エリアを細分化
　した展開）

・現事業の収益機会ロスを排除
　（事業推進体制の見直し）
・就業希望者と人材確保のマッチングを検討
・既存の資源（コンポストの既利用者）や
　新規参画者を組織化
・人材育成プログラムの見直し

・世界的な環境保全、持続可能な循環型
　社会の形成（事業）
・国の環境経済成長ビジョンによる環境
　ビジネスの優位性
・早急な雇用機会の創出�
・農業政策における、人材開発と養成～
　支援の必要性

・堆肥化事業の豊富な経験と実績
・適正技術の保持と企画力
・地域行政との協働による信頼性
・沖縄～岐阜県まで展開するネット
　ワーク力（NPO・リーダー・地域）

・DIYショップなどによるダンボール
　コンポストキットの販売
・大手資本による就農人材の発掘～育成
　派遣事業への参入
・地域中小事業者の参入による競合増加
　と同質化
・実績のない収益偏重型競合の参入に
　よる「質」の低下と市場の混乱（将来的）

・財務体質の弱さ
・事業推進体制の強化
・収益構造の細分化が不足
・既存コンポスト利用者のネットワーク化
　がされていない
・全事業の情報の集約化が不足

ビジネスモデルの構築

　「コンポストを利用して庭造りやミニ菜園をやりたい」

　「趣味と本業の中間スタイルで自己実現と収益を兼ねたい」

といった声は、コンポスト講座受講者などから多く聞かれており、事業化への潜在的なニーズになると考えていた。

団体としても講座受講後に数多く寄せられる電話やメール、現地でのサポート等への対応に莫大な時間と労力が

かかり、サポート体制強化の必要性を感じていた。

　コンポスト講座自体は、ある程度事業として出来上がっているが、受講者の中からは学んだ知識を活かしたい

という新たなニーズも生まれている。一方で、団体としては生活圏内で資源が適正に循環する仕組みを構築したい

と思っているが、一足飛びに実現することは難しい。

　悩んだ結果、循生研が出した答えは、地域における資源循環の仕組みを担う人材育成事業を立ち上げるという

ものだった。『半農都会人養成講座』と名付けたこの事業は、コンポストでできたたい肥を活用した本格的な野菜作り

を学び、最終的にはつくった野菜の出荷までを想定した講座である。この講座を立ち上げることにより、コンポスト

事業を入口に、徐々に難易度を上げ、最終的に地域循環の仕組みを作るという一連の流れを、下の図のように整理

することができた。

半農都会人
養成講座・初級

菜園講座
コンポスト

講座 ガーデニング
講座

半農都会人
養成講座・中級

小さな循環
ファーム事業

基本知識

事業展開の時間軸

趣味
趣味と実益

収益事業

講座受講者のランクアップ

事業収益と社会貢献度の上昇（イメージ）

［講座受講者の便益］
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売り上げ目標と実績

　初年度は、300,000円の運転資金（うち200,000円は理事からの借入）を準備し、機材購入などの設備投資を行った。

１年目は、計画通りの講座開催はできなかったが、講座等で作った作物を売るフリーマーケットなどの売上が好調

であったため売り上げ目標を修正、理事からの借入も返済の見通しがついている。

　事業計画書策定時、「半農都会人講座」のみの収支計画を立てていたが、講座が進むにつれ当初検討していた

『小さな循環ファーム事業』が展開することとなり、売り上げ実績も講座を大きく上回ることになった。『小さな

循環ファーム事業』の売り上げは、「半農都会人」の生産した農産物の販売によって得たものであり、これまでの

ダンボールコンポストの講座も、野菜を食べて参加する人が一番多いことから、野菜の販売増は講座の参加増に

つながるとみている。また、この事業計画書を策定後、提案書を持ち込んだ企業での野菜の店頭販売も決定しており、

講座開設と野菜販売の両方を今後も進めていきたいと考えている。

情報発信

講座受講生募集の情報発信は、4つのアプローチを検討した。

①地域アドバイザーを通じた情報発信

（顧客に接するアドバイザーへの情報発信は効果大）

②事務局からの広報

（ＷＥＢを含めた各種募集プロモーション展開）

③行政・企業を通じた情報発信

（信頼性の高い組織からの募集による効果的なPR）

④協力団体を通じた情報発信

（口コミを含めＰＲ依頼）

また、30～50代はインターネットで情報収集する人も多いことから、WEBでの情報発信も検討した。なお、インタ

ーネットでの情報発信をするにあたっては、マーケティングにおける消費行動のプロセスに関する仮説のひとつで

あるAISAS理論※を踏まえた対応の検討を行った。

※AISAS理論・・・・消費者の行動を5つに分類した頭文字からとったもので、株式会社電通の提唱する理論。インターネットの普及により、消費者がヤフー
　　　　　　　　 やグーグルなどの検索機能を活用して情報を自ら集め（検索）、また購入した結果をブログやツイッターなどで情報発信する（情報共有）
　　　　　　　　 という傾向を理論化している。 ・注意喚起（Attention）・興味（Interest）・検索（Search）・購入（Action）・情報共有（Share）

4

マーケティング計画

■アンケート調査や分析
　『半農都会人養成講座』への関心を詳しく調べるため、菜園や里地・里山に関心がある社会人105人へのアンケート

調査を行った。その結果、顧客となりそうな３つのターゲット（定年退職後の段階世代（夫婦）、30～50歳代現役

世代（子育て家族層を含む家族）、CSR活動に積極的な企業）が浮かび上がってきた。具体的な顧客増を想定する『ペ

ルソナ設定』という手法を活用し、3つのターゲットの細部にわたる想定をそれぞれに行った。なかでも、環境や食

に関する意識が高く、自分でできるエコ生活を求めていると考えられる子育て中の30～40代をメインターゲ

ットに設定した。

■商品計画
中核となるサービスは「半農都会人養成講座」で、あわせて各種道具の販売も行うこととした。講座の内容は、講師

をつとめる農家の方々と一緒に検討した。

■価格設定
　収益をどう上げていくかは、関係者が集まる最初の検討会から大きな課題であった。専門家にも参加してもらい、

価格設定についてのアドバイスを受けつつ、基本的な数字の見直しを行った。講座受講料については、アンケートの

調査結果および競合との比較から妥当価格を算出し、初級講座は＠7,500円、中級講座は＠60,000円に設定した。

連携体制

　講座は、理事長と循生研のメンバー、そして、元農業高校の先生や農家などを講師に招く体制とし、講師の方にも

企画段階から参加してもらうこととした。スケジュールについては、初級講座は年間6回、中級講座は通年で1回を

計画した。

　講座参加者がどの程度見込めるかは不透明な部分もあったので、撤退基準を設けることでリスク回避をすること

にした。基準は、初級講座の1回あたりの参加者が25人未満の状態が6ヶ月継続の場合とした。

年度

1年目

2年目

3年目

6年目

売り上げ目標

1,950,000円

3,170,000円

3,640,000円

3,640,000円

売り上げ目標（修正分）

－

4,000,000円

4,500,000円

4,500,000円

売り上げ実績

4,767,000円
（内訳）講座：390,000円、
フリマ：50,000円、小さな
循環ファーム：4,327,000円

※売り上げ実績は見込額

6

53

半農都会人初級講座
3回（日）コース

（座学2回、実習1回）

実習は「1坪菜園」やマンション

バルコニー等を活用した「プラ

ンター菜園」を予定。市内・近郊

4ヶ所で実施。

半農都会人中級講座
10回（日）コース

（座学2回、実習8回）

中級コースは、農産物の販売を前提

に講師による土地づくりから生産・

管理までの専門的な知識・技術の習

得ができる。実習は市内の農場で実施。

季節ごとの作業を学ぶことができる。

半農都会人講座チラシ
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さまざまな関係者と71回もの会合を開くなど、多様な機会・ネットワークを活用し、様々な意見を

取り込みつつ事業計画を策定した。草の根型の活動を展開してきた循生研だからこそ、このような

計画策定プロセスを構築できたものといえる。

ダンボールコンポストでたい肥をつくる取り組みの次のステップとして、たい肥をつかって農作物

をつくる「半農都会人講座」というプログラムにまとめることができた。コンポスト事業は虫が発生

するなど、品質管理が難しく、同様にたい肥を使った土づくりや野菜作りには専門的な知識が必要

であるが、循生研はすでに講座開催に必要な知識・経験を有していたことから、それらをまとめる

ことで、ダンボールコンポスト事業の「出口事業」とした。

「半農都会人講座」は、コンポスト事業の出口事業に位置づけられ、「小さな循環ファーム事業」の入

り口事業である。この事業を立ち上げることによって、他の事業の役割が明確となり、循生研が有す

る資源を有効に活用する基盤が整備された。

事業計画を書く過程で、アンケート調査を実施してニーズを確かめつつ、収支や資金計画を策定した

ことで、事業に対する団体の意思統一を図ることができた。循生研はすでに基材販売など事業の実績

もあり、通常の草の根運動的な団体とは異なる素養を有していたため、事業展開への対応は比較的ス

ムースであったと言える。できた計画書をもとに企業へ積極的に営業を行うなど、草の根型・事業型

の良い面を融合させた形を見せつつある。

企業へ協力依頼
事業計画書策定後、早速複数の地元企業に提案書類を持ち込んだという、たいらさん。すぐに商談成

立とはならなかったが、広報への協力や会議室を提供してもらえることになった。今後、野菜を店舗

等で販売できるかを検討して頂くことにもつながった。

半径２キロ以内で循環する循環ファーム
半農都会人についてたいらさんは、「今まで活動してきた中で、畑の機能はコンポストとは別のも

う1本の柱としてやっていかなければならないと感じていた。出来ていなかったモヤモヤを事業

計画書に落とし込むことにより、やるべきことが明確になった」と言う。事業計画書を書くことに

よって、収益などをきちんと数字に落とし込むことが出来、団体内の意識も統一されたそうだ。実

際に今年から事業を始め評判は上々のようだ。事業の進捗は事業計画の策定から一緒に推進・検証

している複数の会議があり、それぞれ意見交換を行うことで、事業計画の見直しや、新たな事業の肉

付けになっているという。半農都会人講座は、その先の収益事業として考えている小さな循環ファ

ーム事業につながるものである。理事長の波多野さんも、「半農都会人講座を立ち上げることにより、

進むべき方向がみえてきた。」と、計画策定の成果を語った。

事業計画策定のプロセスを振り返る

インタビュー

｜35

①資源は活かされたか？

②ダンボールコンポスト事業の次の展開

③散発的に行われてきた事業の統合・整理

④従来のボランティア活動から事業化への対応

事業型NPOは、二兎を追う存在？

　環境NPOが、事業展開を行うという事は、一方で事業を追い、一方で社会課題

を解決するというミッションを追うということになります。

　「二兎を追うものは一兎を得ず」ということわざもありますが、事業型NPOで

はビジネスを「組織が継続してミッションを達成するための手段」ととらえている

わけですから、「二兎を追って二兎を得る」必要があります。ミッションと事業が

一致する幸せなケースもあるかもしれませんが、ミッションと事業のバランス

する点（妥協点）を探すケースのほうが多いかもしれません。

　社会課題の解決のために自ら事業を起こす社会起業家は、一方で熱くミッション

を語り、関係者の共感を得て事業を引っ張っていくリーダー的な存在であり、

一方で事業の採算性を見極め、冷静に事業の管理をする管理者的な存在である

必要があります。しかし、そのような異なる能力を有するスーパーマンのような

起業家に、誰もがなれるわけではありません。

　事業型NPOで事務局を担う人材としては、異なる複数の才能を持つひとりの

スーパーマンの代わりに、異なる専門性を持つスタッフが、チームを組むほうが

現実的でしょう。対外的な発信をするリーダーシップ型、マネジメントや記録を

する参謀型、細部にわたる管理をする管理型といった異なる特技を持ったスタッフ

の組み合わせなどが考えられます。

　事業型NPOを担う人材には、環境問題の知識や経済・ビジネスの知識が求め

られます。また事業を行なう組織の運営に関わるマネジメント能力も必要と

されます。ビジネス・環境という異なる分野を統合する役目を担う人材の配置が

重要です。

コ ラ ム . 4

理事長 

波 多 野 さ ん

事務局長

た い ら さ ん 、

波多野さん

たいらさん
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　本書は環境NPO等ビジネスモデル策定事業の成果としてまとめられたものです。平成21、22年度の
14の実証事業から、巻頭の二つの分類軸を設定した上で特徴的な4事業を類型化し、事業計画の策定
プロセスを可視化することで、環境ビジネスを嘱望されるみなさんに起業や事業構築の入口における様々
な事象を“体験”していただくことを目指しました。一読をされたみなさん、いかがだったでしょうか？
4団体がアイディア・テーマ設定から情報発信に至るまで、各ステージにおいてどういう視点で考え、
整理し、巻き込み、行動したのか・・・単なるマニュアルではない、実証事業ならではのリアリティを
味わっていただければ委員長としては喜ばしい限りです。

『言うは易く行うは難し』にならないために始めたことが・・・
　委員長として携わるにあたり、リアリティを高めるためにも、本書と並行して社会起業家としての
事業計画を自らも作成しました。自分の持つ強み、弱み、ネットワーク、そしてその活用の仕方を整理し
ていくと、客観的視点で自身のポテンシャルや方向性を確認することができ、その楽しさから“ミイラ
獲りがミイラ”になっていく意識すら芽生えてきていました。
　その最中、第三者としての評価をもらおうと数人の方にヒアリングに行った時のことです。一人目は
比較的歴史のある環境NPOの理事です。一読するや、「NPO魂はどうしたのか」「儲からない部分に携わる
からこそNPOの価値があるのに」と否定的なコメントが続きました。続いての相手はベンチャー・キャピ
タリスト。彼から出た言葉と言えば、「メジャー感がない」「大きなリターンがないとビジネスとしての
醍醐味がない」と、こちらも厳しい一言が続きます。事業計画の内容が稚拙なのか、説得力に欠けるのか、
専門的知識が不足しているのか・・・色々な疑問は浮かんできましたが、一番気になったのはふと生じた

“なんか変な感じがする”という違和感でした。

映画「もののけ姫」が導いてくれたこと
　私にとっての気分転換は、ずばりジブリ映画です。極上のエンタテイメントとしてはもちろんのこと、
哲学としても、時代論としても、私にとって欠くことのできない存在です。あの違和感を一時でも忘れ
ようと、環境問題への示唆にも富んだ名作「もののけ姫」を鑑賞していました。通常であれば没頭する
はずなのに、なぜかはっきりと浮かび上がってくるイメージがありました。この作品には現代のシビア
な課題が複層的に詰め込まれています。人間と自然との関わり、神秘主義と合理主義の対立、子どもたち
の心の空洞、絶えず起こる差別・・・いずれも簡単には解決できない、このままでは持続不可能な問題です。
この不条理な境遇というか運命の中で次代を切り拓いて生きることとなる主人公は、「もののけ」と「姫」
という相反するものをつなぎ合わせた名がついています。

　ここで思い出してみて下さい。環境という、このままでは持続不可能となる課題に立ち向かう、相反する
要素をつなぎ合わせた名を持つ仕事があることを。それは、本誌で登場した事業や、みなさんが始めようと
している事業です。みなさんが目指す「事業型環境NPO・社会的企業」は、善と悪、需要と供給といった
二項対立的な関係性での発展が困難になりつつある中で、次代における新しい文脈作りをしていく存在
なのです。だからこそ、先程のヒアリングで起きた違和感が生まれたのではないでしょうか。この映画が
公開された平成9年は、京都議定書採択という環境問題におけるエポックメイキングな年であったことも
単なる偶然で片付けられるものではない気がしています。

映画「コクリコ坂から」が教えてくれた“共通価値の創造”
　実は同じ時期にもう一つのジブリ映画「コクリコ坂から」を観ていました。「コクリコ坂から」は昭和38年
の横浜を舞台にした高校生の青春物語であり、企画を担当された宮崎駿さんは“本作は、人を恋うる心を
初々しく描くものである”と話されています。性懲りもなくここでも現実逃避を図ろうとする私の眼に
焼き付いたのは、主人公の凛々しさではなく、一台の“ちゃぶ台”でした。この魔法のツールは、家族は
もちろんのこと、様々な意見や立場の人が文字通り同じテーブルにつき、フラットな立場で対話や議論
ができる優れた特徴を持っています。実はこの“ちゃぶ台”こそが、私が持った違和感を解消してくれる、
事業型環境NPO・社会的企業が提供すべきもののイメージだったのです。

　事業活動と社会を結びつけるには、モデルとなる新しい取り組みが必要です。市民社会においては
経済効率と社会の進歩との間にはトレード・オフが存在するという考え方、企業にとっては社会問題は
中心ではなくその他の課題であるという狭義のCSR（企業の社会的責任）視点が慣行化しています。
マイケル・E・ポーター（ハーバード・ビジネス・スクール教授）はこうした状況への解決策を「共通価値

（シェアード・バリュー）」の原則にあるといいました。これは社会のニーズや問題に取り組むことで社会
的価値を創造し、その結果、経済的価値が創造されるというアプローチです。営利と非営利の境界を超え
たり、社会的便益と経済的成功を両立させたりと、社会的イノベーションのための共通価値の創造に
おいて、様々なステークホルダーの参加を促しながら事業を構築していく“現代のちゃぶ台”としての
役割がみなさんに求められているのではないでしょうか。

　みなさんが挑戦していることは、進化した資本主義、すなわち社会目的に従った資本主義が必要と
されているこの時代における新しい“解”なのかもしれません。だからこそ今までの価値観ではわからない

“違和感”が出てくることもあるかと思います。事業計画は自身のイメージをカタチにするための最適
ツールとしてとらえた上で、本書を数少ない実体験談つき実践書として活用していただければ幸いです。

コミュニケーション・プランナー。大手広告代理店

勤務の後、平成20年、株式会社4CYCLEを設立。企業

の広告戦略から地方自治体の活性化事業まで広範な

コミュニケーション・デザインを行っている。

編集委員長

株式会社　4CYCLE　

薄木 治 うすき おさむ
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ン

フ
作

成

事
業

計
画

書
作

成
支

援

W
eb

デ
ザ

イ
ン

パ
ン

フ
作

成
イ

ラ
ス

ト
提

供

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

商
品

開
発

商
品

開
発

商
品

開
発

2.
組

織
概

要

法
人

名

組
織

体
制

こ
れ

ま
で

の
活

動
実

績
（

環
境

活
動

、C
B等

）

株
式

会
社

ク
イ

ー
ジ

代
表

者
名

石
崎

 英
治

役
員

会
員

1名
0名

専
従

者
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
0名

0名

パ
ー

ト
タ

イ
ム

そ
の

他（
社

外
協

力
者

等
）

0名
4名

創
立

年
20

10
年

法
人

設
立

年
20

10
年

■
エ

ゾ
シ

カ
肉

の
販

売
、エ

ゾ
シ

カ
カ

フ
ェ

の
営

業

エ
ゾ

シ
カ

肉
を

消
費

促
進

し
、北

海
道

の
環

境
保

全（
エ

ゾ
シ

カ
の

生
息

数
管

理
の

た
め

の
駆

除
な

ど
）に

対
す

る
、

普
及

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
る

。

■
ガ

ラ
ス

浮
玉

の
販

売
と

漁
礁

沈
降（

ア
ッ

コ
チ

ケ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

北
海

道
で

、か
つ

て
漁

業
で

使
わ

れ
た

ガ
ラ

ス
浮

玉（
現

在
は

、廃
棄

、放
置

さ
れ

て
い

る
。）

を
、

活
用

し
商

品
と

し
て

販
売

、そ
の

売
上

の
一

部
で

、漁
礁

の
作

成
、沈

降
を

行
い

、

海
域

の
環

境
保

全（
魚

類
、藻

類
の

生
息

環
境

の
改

善
）に

貢
献

し
た

。

38｜事業計画　記載例

事業計画書
記載例

　これまで紹介した4事例に続いて、ここでは「平成22年度持続可能な社会づくり

を担う事業型環境NPO・社会的企業中間支援スキーム事業」において、関東地域

のモデル事業として策定された株式会社クイージの事業計画書をご紹介します。

事業計画書の様式に決まりはありませんが、これまでご紹介した4事例と同様の

プロセスを経て策定された事業計画書です。皆さんが事業計画書を書かれる時の

ご参考となれば幸いです。

（なお、前述の4事例を含め、平成21～23年度の環境NPO等ビジネスモデル策定

事業の事業計画書は、地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）のホームページ

でご紹介しています。）

株式会社クイージは「食を通して自然と人間のいい関係をつくる。」を

ミッションに、生息数が拡大し、環境破壊を引き起こしているエゾシカ

を有効な資源ととらえ、エゾシカ肉の消費拡大を通した環境保全に

取り組んでいます。

｜39



5.
市

場
環

境
分

析

外 部 環 境

マ ク ロ 市 場 環 境 ミ ク ロ 市 場 環 境

顧
客

へ
の

便
益

差
別

化
の

ポ
イ

ン
ト

ま
と

め

組
織（

内
部

資
源

）

鳥
獣

被
害

の
拡

大
に

よ
り

、事
業

に
対

す
る

行
政

支
援

の
拡

大
が

見
込

ま
れ

る
政

治
・

制
度

経
済

社
会

情
勢

技
術

顧
客

競
合

者

内 部 環 境

■
市

場
環

境
分

析
実

施
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

G
E

O
C

、エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、ク
イ

ー
ジ

 石
崎

会
合

回
数

4回

飼
料

高
騰

に
よ

っ
て

、競
合

す
る

肉（
牛

、豚
、鶏

）の
価

格
が

上
昇

し
、相

対
的

に
、エ

ゾ
シ

カ
な

ど

の
狩

猟
肉

の
競

争
力

が
上

が
る

飼
料

も
含

め
た

ト
ー

タ
ル

の
肉

生
産

コ
ス

ト
は

、牛
豚

鶏
よ

り
も

低
い

可
能

性
が

あ
る

。

■
生

産
地

側

1.
エ

ゾ
シ

カ
に

よ
る

食
害

が
拡

大
し

て
お

り
、生

息
数

管
理

の
必

要
性

が
大

き
い

2.
エ

ゾ
シ

カ
肉

が
広

く
流

通
す

る
こ

と
で

、生
息

数
管

理
を

容
易

に
し

た
い

。

3.
捕

獲
し

た
エ

ゾ
シ

カ
肉

を
販

売
し

収
益

と
す

る
こ

と
で

地
元

経
済

へ
貢

献
し

た
い

。

4.
収

益
化

す
る

こ
と

で
、捕

獲
に

関
す

る
行

政
コ

ス
ト

の
削

減
を

行
い

た
い

。

■
消

費
者

側

1.
エ

ゾ
シ

カ
食

害
の

理
解

が
浸

透
し

、食
べ

る
こ

と
で

生
産

地
を

応
援

す
る

感
覚

の
醸

成
が

進
ん

で
い

る
。

2.
ジ

ビ
エ

を
食

べ
る

こ
と（

欧
米

文
化

）の
浸

透
が

進
み

、エ
ゾ

シ
カ

肉
を

食
べ

る
こ

と
に

対
す

る

　
一

般
消

費
者

の
抵

抗
感

は
低

く
な

っ
て

い
る

。

3.『
ヘ

ル
シ

ー
』と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
に

敏
感

に
反

応
す

る
消

費
者

が
増

え
て

い
る

。

4.
メ

デ
ィ

ア
か

ら
の

注
目

が
得

ら
れ

や
す

く
、広

報
活

動
コ

ス
ト

が
低

い
。

■
品

質

　
本

事
業

で
取

り
扱

う
エ

ゾ
シ

カ
肉

は
北

海
道

が
公

表
し

て
い

る
エ

ゾ
シ

カ
処

理
衛

生
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
準

拠

し
た

処
理

場
に

て
処

理
さ

れ
た

エ
ゾ

シ
カ

肉
で

あ
る

。ハ
ン

タ
ー

直
接

取
引

／
準

拠
外

処
理

場
の

も
の

よ
り

も
、

肉
の

品
質

、安
全

性
に

お
い

て
は

高
い

レ
ベ

ル
に

あ
る

。

　
静

内
食

美
樂

独
自

の
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

、ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

強
化（

個
体

識
別

番
号

の
導

入
、台

帳
管

理
な

ど
）を

行
っ

て
お

り
、一

般
の

推
奨

処
理

場
よ

り
も

品
質

は
高

い
レ

ベ
ル

で
あ

る
。

エ
ゾ

シ
カ

肉
を

熟
成

さ
せ

販
売

し
て

お
り（

道
内

で
唯

一
）、

各
レ

ス
ト

ラ
ン

か
ら

の
評

価
は

非
常

に
高

い
。

■
価

格

　
牛

豚
と

比
較

し
非

効
率

な
処

理
場

の
固

定
コ

ス
ト

、小
ロ

ッ
ト

販
売

に
よ

る
流

通
コ

ス
ト

が
大

き
く

、現
段

階
で

は
、エ

ゾ
シ

カ
肉

の
価

格
は

、k
g3

,0
00

円
以

上
と

な
り

、比
較

的
高

い
。

　
熟

成
工

程
は

、北
海

道
新

冠
町

に
て

行
っ

て
い

る
た

め
、熟

成
肉

と
す

る
た

め
の

コ
ス

ト
は

高
く

な
い

。

■
安

定
供

給

　
狩

猟
期

以
外

の
狩

猟
と

冷
凍

技
術

に
よ

り
、年

間
を

通
し

た
安

定
供

給
が

可
能

　
冬

季（
ジ

ビ
エ

シ
ー

ズ
ン

）に
お

い
て

も
、ハ

ン
タ

ー
の

確
保

が
可

能

■
物

流
網

　
現

状
で

は
、既

存
宅

配
業

者（
ヤ

マ
ト

運
輸

）の
利

用
に

て
物

流
を

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

し
て

い
る

が
、食

肉

卸
や

レ
ス

ト
ラ

ン
の

協
力

を
得

て
、物

流
網

の
強

化（
流

通
コ

ス
ト

低
下

／
営

業
網

確
保

）を
行

う
。

　（
候

補
） 

K
食

品（
食

肉
卸

）商
談

中（
20

10
/1

0/
12

現
在

）、
D

社（
食

品
卸

）商
談

中（
20

11
/2

/9
現

在
）

エ
ゾ

シ
カ

衛
生

処
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

準
拠

し
た

処
理

場
で

あ
り

、肉
の

品
質

が
高

い

道
内

で
も

唯
一

の
熟

成
肉

静
内

食
美

樂
独

自
の

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

エ
ゾ

シ
カ

専
業

卸
で

あ
る

ク
イ

ー
ジ

か
ら

の
情

報
提

供

エ
ゾ

シ
カ

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ（

仮
称

）創
設

後
は

、レ
ス

ト
ラ

ン
へ

の
集

客
サ

ポ
ー

ト

安
心

安
全

で
、高

品
質

エ
ゾ

シ
カ

肉
の

供
給

、エ
ゾ

シ
カ

専
業

の
卸

で
あ

る
ク

イ
ー

ジ
か

ら
レ

ス
ト

ラ
ン

へ
の

情
報

提
供（

レ
ス

ト
ラ

ン
か

ら
来

店
者

へ
の

セ
ー

ル
ス

ト
ー

ク
案

の
提

供
）

　
B2

C
型

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

は
、流

通
ル

ー
ト

の
確

保
が

ま
だ

未
整

備
で

あ
る

。ま
た

、消
費

者
を

含
め

た
流

通
工

程（
小

売
店

、流
通

業
者

）に
お

い
て

獣
肉

文
化

の
浸

透
が

浅
い

た
め

、現
段

階
で

は
時

期
尚

早
と

考
え

る
。平

成
23

年
度

は
B2

B型
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

に
よ

る
収

益
確

保
を

目
指

す
。た

だ
し

、B
2C

向
け

事
業

も
今

後
拡

大
し

て
い

く

こ
と

が
社

会
問

題
の

解
決

に
は

必
要

で
あ

る
。2

3年
度

に
は

、試
行

販
売

を
進

め
る

。当
事

業
に

て
取

り
扱

う
エ

ゾ

シ
カ

肉
は

、他
の

肉
、エ

ゾ
シ

カ
肉

と
比

較
し

、ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

、熟
成

、エ
ゾ

シ
カ

衛
生

処
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど

大
き

な
差

別
化

ポ
イ

ン
ト

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。（

差
別

化
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
の

分
析

は
別

添
資

料
に

て
行

う
。）

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
で

出
さ

れ
た

特
徴

的
な

意
見

B
2B

事
業

を
収

益
の

中
心

に
お

い
て

、B
2C

事
業

に
つ

い
て

は
、2

3年

度
に

試
行

を
進

め
る

。健
康（

ヘ
ル

シ
ー

）、
高

級
と

い
っ

た
ポ

ジ
テ

ィ

ブ
な

イ
メ

ー
ジ

を
う

ま
く

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

北
海

道
庁

と
エ

ゾ
シ

カ
協

会
に

よ
る

推
奨

処
理

場
経

由
の

エ
ゾ

シ
カ

肉
を

取
り

扱
っ

て
い

る
た

め
、

肉
の

品
質（

安
全

、安
心

）は
他

の
業

者
よ

り
も

は
る

か
に

高
い

。（
現

状
で

一
般

に
流

通
し

て
い

る

エ
ゾ

シ
カ

肉
は

ハ
ン

タ
ー

直
取

引
な

ど
が

多
く

、品
質

確
保

は
容

易
で

は
な

い
）ま

た
、国

内
で

唯

一
の

熟
成

工
程

を
経

た
エ

ゾ
シ

カ
肉

を
扱

っ
て

お
り

、レ
ス

ト
ラ

ン
・

シ
ェ

フ
か

ら
の

評
価

は
高

い
。

■
B

2B

フ
レ

ン
チ

、和
食

、イ
タ

リ
ア

ン
、居

酒
屋

、焼
肉

屋
、多

業
種

に
て

取
り

扱
い

が
あ

る

た
だ

し
、エ

ゾ
シ

カ
肉

の
単

価
は

高
い

た
め

、客
単

価
の

高
い

店
に

絞
ら

れ
る

約
半

数
の

レ
ス

ト
ラ

ン
は

、処
理

場
経

由
で

は
な

く
、ハ

ン
タ

ー
と

の
直

接
取

引
に

て
肉

を
調

達

■
B

2C

一
般

家
庭

に
て

、エ
ゾ

シ
カ

肉
を

購
入

す
る

文
化

は
ほ

と
ん

ど
な

い

地
元（

北
海

道
）に

お
い

て
は

、エ
ゾ

シ
カ

肉
は

知
り

合
い

の
ハ

ン
タ

ー
か

ら
無

料
で

貰
う

も
の

■
B

2B

エ
ゾ

シ
カ

肉
を

取
り

扱
う

業
者

数

　
処

理
場

 5
0件

（
年

間
10

0頭
以

上
の

処
理

場
）、

内
衛

生
マ

ニ
ュ

ア
ル

準
拠

７
件

、卸
業

者
 3

件（
都

内
）

　（
ハ

ン
タ

ー
直

接
取

引
お

よ
び

、処
理

場
と

の
直

接
契

約
の

事
例

は
把

握
し

て
い

な
い

）

■
B

2C

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

型
店

舗
 約

20
件

、実
店

舗
 1

件（
北

海
道

）

　
イ

ベ
ン

ト（
物

産
展

）な
ど

で
の

販
売

 数
回（

東
京

に
お

い
て

）

6.
組

織
ビ

ジ
ョ

ン
と

事
業

の
目

標
策

定

■
組

織
ビ

ジ
ョ

ン
と

事
業

の
目

標
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
1～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

静
内

食
美

樂
、ク

イ
ー

ジ
石

崎
、エ

コ
ブ

ラ
ン

ド
、プ

ラ
ン

テ
ィ

カ
、G

E
O

C

会
合

回
数

3回

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
で

出
さ

れ
た

特
徴

的
な

意
見

ク
イ

ー
ジ

1社
で

長
期

的
な

戦
略

す
べ

て
を

実
現

す
る

よ
り

も
、あ

る

程
度

の
ニ

ー
ズ

や
営

業
網

が
完

成
し

た
後

、大
手

の
食

肉
業

者
に

販
売

委
託

を
行

う
こ

と
で

、事
業

拡
大

の
ス

ピ
ー

ド
ア

ッ
プ

が
望

ま
れ

る
の

で
は

な
い

か
？（

そ
の

際
に

、ク
イ

ー
ジ

の
営

業
利

益
の

割
合

は
下

げ
る

）

ビ
ジ

ョ
ン（

中
期

）

数
値（

20
13

年
4月

期
）

イ
メ

ー
ジ

20
13

年
4月

期
に

お
い

て
、営

業
利

益（
損

益
）を

黒
字

化
に

す
る

こ

と
を

目
標

と
す

る
。

卸
事

業
　

レ
ス

ト
ラ

ン
向

け

年
間

売
上

：
13

.6
百

万
円

レ
ス

ト
ラ

ン
事

業

年
間

売
上

：
1 .

0百
万

円

B
2C

事
業

年
間

売
上

：
4 .

5百
万

円

■
営

業
利

益
の

合
計

：
0 百

万
円

　（
販

売
頭

数
：

40
0頭

）

卸
事

業
・・

・・
高

級
品

エ
ゾ

シ
カ

は
、生

肉
と

し
て

、高
級

レ
ス

ト
ラ

ン
、

中
級

レ
ス

ト
ラ

ン
を

中
心

に
販

売
を

行
う

。ま
た

、中
級

品
エ

ゾ
シ

カ

肉
の

半
加

工
品

食
材

販
売

を
20

12
年

4月
期

よ
り

進
め

、販
売

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

広
げ

る
。レ

ス
ト

ラ
ン

事
業

は
営

業
利

益
で

は
赤

字
で

あ
る

が
、広

告
塔

と
し

て
の

効
果

が
高

い
の

で
、引

き
続

き
継

続
す

る
。

B
2C

事
業

・・
・・

生
肉

の
販

売
お

よ
び

、加
工

品
の

販
売

を
進

め
る

。販

売
ル

ー
ト

は
自

社
販

売
、一

般
小

売
店（

ス
ー

パ
ー

、百
貨

店
、通

販
業

者
）

経
由

に
て

行
う

。ま
た

、B
2C

事
業

の
一

環
と

し
て

、地
産

地
消

型
ビ

ジ
ネ

ス
へ

の
協

力
を

行
う

。

短
期

1年
後

中
期

3年
後

長
期

6年
後

評
価

の
視

点

卸
事

業

ﾚｽ
ﾄﾗ

ﾝ事
業

B
2C

事
業

（
合

計
）

卸
事

業

ﾚｽ
ﾄﾗ

ﾝ事
業

B
2C

事
業

（
合

計
）

卸
事

業

ﾚｽ
ﾄﾗ

ﾝ事
業

B
2C

事
業

合
計

5,
70

0千
円

�
／

   
  8

5千
円

1,
00

0千
円

�
／   

－
46

0千
円

　
  8

00
千

円
�

／   
－

98
0千

円

  7
,5

00
千

円
�

／ －
1,

 3
55

千
円

13
,6

00
千

円
�

／   
 1

,3
40

千
円

1,
00

0千
円

�
／   

－
46

0千
円

4,
50

0千
円

  ／
   

－
70

0千
円

19
,1

00
千

円
  ／

   
  0

 千
円

20
,0

00
千

円
�

／   
2,

00
0千

円

12
,0

00
千

円
�

／   
1,

20
0千

円

10
,0

00
千

円
�

／   
1,

00
0 

千
円

42
,0

00
千

円
  ／

  4
,2

00
 千

円

販
売

頭
数

：
15

0頭

高
級

品（
部

位
）中

心

販
売

頭
数

：
40

0頭

高
級

品
以

外
に

、中
級

品（
部

位
）の

販
売

開
始

販
売

頭
数

：
84

0頭

日
高

管
内

の
生

産
量

の
シ

ェ
ア

約
26

％

（
16

,0
00

頭：
内

、食
用

生
産

は
、２

割
程

度
と

仮
定

）

目
標

事
業

新
規

事
業

評
価

指
標

経
済

性
、社

会
性

評
価

者
ク

イ
ー

ジ
石

崎
／

エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

売
上

／
利

益
評

価
指

標
社

会
的

課
題

解
決

目
標

4.
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ス
テ

ー
ト

メ
ン

ト

■
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ス
テ

ー
ト

メ
ン

ト
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/9
～

20
10

/1
2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、G
EO

C
、エ

コ
ブ

ラ
ン

ド
、プ

ラ
ン

テ
ィ

カ

会
合

回
数

2回
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

で
出

さ
れ

た
特

徴
的

な
意

見

北
海

道
全

域
の

エ
ゾ

シ
カ

問
題

を
解

決
す

る
の

が
も

っ
と

も
よ

い
が

、

ま
ず

は
日

高
地

域
に

絞
っ

て
事

業
展

開
を

行
い

、同
地

域
の

社
会

問
題

を
解

決
す

る
こ

と
を

当
面

の
目

標
と

す
る

。

食
を

通
し

て
、自

然
と

人
間

の
い

い
関

係
を

作
る

。

自
然

と
人

間
が

持
つ

関
係

の
中

で
、食

べ
る

こ
と

は
最

も
重

要
な

関
係

性
で

あ
る

。

こ
の

関
係

性
を

改
善

す
る

こ
と

で
、自

然
に

対
す

る
人

間
の

理
解

を
深

め
る

都
会

の
人

間
が

エ
ゾ

シ
カ

肉
を

食
べ

る
文

化
を

作
り

出
し

、食
べ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、適

切
な

エ
ゾ

シ
カ

の
個

体
数

管
理

に
つ

な
げ

、環
境

課
題

の
解

決
を

図
る

。ま
た

、事
業

内
容

の
情

報
公

開
を

進
め

、エ
ゾ

シ
カ

食
害

の

実
態

の
周

知
、消

費
者

ニ
ー

ズ
の

喚
起

を
行

う
。

１
．エ

ゾ
シ

カ
の

販
売

物
流

網
の

確
保（

販
売

価
格

を
下

げ
る

）

２
．衛

生
基

準
の

準
拠（

法
規

制
の

遵
守

）

３
．レ

ス
ト

ラ
ン

／
消

費
者

の
ニ

ー
ズ

特
に

な
し

地
域

に
お

け
る

シ
カ

食
害

を
削

減
す

る
た

め
に

、エ
ゾ

シ
カ

肉
の

販
売

は
必

須
で

あ
り

、ク
イ

ー
ジ

の
エ

ゾ
シ

カ

販
売

に
対

す
る

期
待

・
ニ

ー
ズ

は
非

常
に

高
い

。

ま
た

、北
海

道
観

光
産

業
等

、他
の

切
り

口
か

ら
の

期
待

も
大

き
い

。

新
規

事
業

の
業

績

　
エ

ゾ
シ

カ
肉

の
販

売（
B

2B
）に

よ
る

収
益（

粗
利

）　
10

万
／

月

環
境

保
全

面

　
エ

ゾ
シ

カ
捕

獲
頭

数
へ

の
貢

献
　

24
0頭

／
年

　（
新

冠
町

、新
ひ

だ
か

町
で

の
年

間
捕

獲
目

標
数

の
12

％
）

財
務

改
善

面

　
ク

イ
ー

ジ
の

事
業

内
に

お
け

る
収

益
へ

の
貢

献（
粗

利
）3

0％

ク
イ

ー
ジ

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

で
あ

る
、『

食
べ

る
』こ

と
に

フ
ォ

ー
カ

ス
し

て
い

る
こ

と
、さ

ら
に

、食
べ

る
こ

と
が

環
境

課
題

の
解

決
に

つ
な

が
る

た
め

、ミ
ッ

シ
ョ

ン
と

目
的

は
十

分
に

整
合

性
が

取
れ

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

1.
組

織
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン

2.
新

規
事

業
の

目
的

3.
組

織
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
と

新
規

事
業

の
目

的
の

整
合

性

4.
新

規
事

業
の

目
的

の

達
成

度
を

測
る

指
標

5.
新

規
事

業
の

目
的

を
達

成
す

る

た
め

の
鍵

6.
地

域
・

協
力

者
の

期
待

・

ニ
ー

ズ
と

の
整

合
性

7.
新

規
事

業
担

当
メ

ン
バ

ー

と
の

ル
ー

ル
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■
卸

事
業

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

策
定

の
プ

ロ
セ

ス

策
定

時
期

20
10

/1
1～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、D
社会

合
回

数

3回

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
で

出
さ

れ
た

特
徴

的
な

意
見

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

を
組

ん
だ

際
の

利
益

配
分

な
ど

を
含

め
、ビ

ジ
ネ

ス
の

枠
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。ビ

ジ
ネ

ス
は

小
さ

い
な

が
ら

も
、

B
2B

～
B

2C
、レ

ス
ト

ラ
ン

ま
で

あ
る

。そ
れ

ぞ
れ

を
関

連
付

け
て

、効

果
的

に
メ

デ
ィ

ア
露

出
を

図
る

の
が

よ
い

。

B
2B

モ
デ

ル

1-
1.

北
海

道
か

ら
レ

ス
ト

ラ
ン

へ
直

送
モ

デ
ル（

構
築

済
み

）

　
大

ロ
ッ

ト
、枝

肉（
も

し
く

は
半

頭
単

位
）で

の
提

供
を

行
う

こ
と

で
、部

位
の

偏
り

を
な

く
し

、処
理

場
の

リ
ス

ク
を

下
げ

る
。

（
た

だ
し

提
供

で
き

る
店

舗
は

限
ら

れ
る

。）

1-
2.

都
内

物
流

拠
点

か
ら

の
発

送
モ

デ
ル（

22
年

度
に

モ
デ

ル
構

築
）

　
都

内
食

肉
卸

業
者

も
し

く
は

、レ
ス

ト
ラ

ン
と

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

を
組

む
。エ

ゾ
シ

カ
肉

は
、枝

肉
の

状
態

で
拠

点
へ

発
送

す
る

。拠
点

に
て

解
体

を
行

い
、各

レ
ス

ト
ラ

ン
へ

の
ブ

ロ
ッ

ク
肉

で
発

送
を

す
る

。（
ブ

ロ
ッ

ク
肉

の
販

売
単

価
を

下
げ

、顧
客

層
を

拡
大

）　
ま

た
、拠

点
に

お
い

て
、半

加
工

品

の
調

理
／

製
造

を
行

い
、人

員
削

減
し

た
レ

ス
ト

ラ
ン

向
け

へ
低

価
格

で
販

売
す

る
。

2.
ネ

ッ
ト

通
販（

22
年

度
に

モ
デ

ル
構

築
）

　
首

都
圏

以
外

の
取

引
先

開
拓

を
行

う
た

め
、ネ

ッ
ト

通
販

の
販

路
を

開
拓

す
る

。購
入

者
か

ら
の

信
頼

を
得

る
た

め
に

、ネ
ッ

ト
で

の
情

報
提

供
お

よ
び

、ク
イ

ー
ジ

の
メ

デ
ィ

ア
露

出
頻

度
を

上
げ

る
。

顧
客

ニ
ー

ズ

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル

組
織

ニ
ー

ズ

誰
に

レ
ス

ト
ラ

ン
・

宿
泊

施
設

へ

（
現

状
高

級
、中

級
レ

ス
ト

ラ
ン

で
あ

る
が

、半
加

工
品

、拠
点

化
な

ど
で

、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
は

拡
大

さ
せ

る
。）

金
銭

的
利

益

20
11

年
度

　
年

間
営

業
利

益
：

   
85

千
円

20
13

年
度

　
年

間
営

業
利

益
：

1 ,
34

0千
円

ど
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
を

高
品

質
の

エ
ゾ

シ
カ

生
肉

（
安

心
・

安
全

・
旨

い
・

安
定

供
給

・
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
）

半
加

工
品

（
人

員
削

減
し

た
レ

ス
ト

ラ
ン

へ
、低

利
用

部
位

を
安

く
）

組
織

ミ
ッ

シ
ョ

ン
へ

の
貢

献
度

エ
ゾ

シ
カ

の
食

害
、食

肉
へ

の
取

組
な

ど
を

高
級

、中
級

レ
ス

ト
ラ

ン

の
み

な
ら

ず
、多

く
の

レ
ス

ト
ラ

ン
に

て
啓

発
す

る
。ま

た
、レ

ス
ト

ラ

ン
経

由
で

一
般

消
費

者
へ

も
情

報
提

供
を

行
う

。

ど
の

よ
う

な
方

法
で

kg
あ

た
り

の
単

価
は

、他
よ

り
も

安
く（

最
低

で
も

同
程

度
）

1-
1.

現
地（

北
海

道
）か

ら
の

直
送

1-
2.

都
内

物
流

拠
点

2.
ネ

ッ
ト

通
販

に
て

提
供

す
る

。

協
力

者
の

満
足

度
・

地
域

へ
の

貢
献

度

エ
ゾ

シ
カ

、年
間

捕
獲

数
84

0頭
の

貢
献（

20
16

年
度

）

部
位

の
偏

り
が

な
い

一
頭

売
り

に
よ

る
販

売
を

行
い

、処
理

場
の

在
庫

リ
ス

ク
を

下
げ

る
。

9.
市

場
セ

グ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

分
析

   
   （

参
入

時
の

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ

ン
ス

　
◎

非
常

に
大

き
い

、○
大

き
い

、△
難

し
い

、×
非

常
に

難
し

い
）

8.
卸

事
業

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

パ
タ

ー
ン

地
域

B
2B

（
レ

ス
ト

ラ
ン

／
宿

泊
施

設
）

B
2C

（
一

般
消

費
者

）

店
頭

販
売

通
販

都
市

部

道
内

郊
外（

山
梨

な
ど

）

◎
　

既
に

エ
ゾ

シ
カ

肉
へ

の
認

知

が
高

級
レ

ス
ト

ラ
ン

中
心

に
あ

り

市
場

も
で

き
て

い
る

。

他
の

業
者

の
エ

ゾ
シ

カ
肉

／
ホ

ン

シ
ュ

ウ
ジ

カ
等

と
の

競
争

が
あ

る
。

△
　

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
に

お
い

て
獲

れ
る

エ
ゾ

シ
カ

を
使

用
し

て
い

る
。

札
幌

な
ど

道
内

都
市

部
で

は
、エ

ゾ

シ
カ

協
会

、道
庁

な
ど

の
斡

旋
に

よ
り

、

処
理

場
も

し
く

は
、一

次
卸

か
ら

肉

を
仕

入
れ

提
供

し
て

い
る

店
舗

が
あ

る
。

○
　

ホ
ン

シ
ュ

ウ
ジ

カ
よ

り
も

エ

ゾ
シ

カ
を

使
う

店
舗

が
多

い
。都

市

部
か

ら
の

観
光

客
中

心
の

店
舗

。

△
　

都
内

に
お

い
て

現
状

で
は

販

売
店

は
な

い
が

、当
社

に
も

一
般

消

費
者

か
ら

引
き

合
い

が
あ

る
。た

だ

し
、家

庭
で

の
食

べ
方

な
ど

、よ
り

一
層

の
啓

発
が

必
要

。

○
　

道
内

の
企

業
、食

肉
販

売
業

に

よ
る

冷
凍

肉
の

販
売

は
か

な
り

あ
る

。

価
格

帯
は

高
め

。

生
肉

だ
け

で
は

な
く

、ハ
ム

・
ソ

ー
セ

ー
ジ

な
ど

の
加

工
品

の
販

売
も

多
い

。

都
内

に
お

い
て

は
、自

然
系

の
通

販

業
者（

生
協

・
大

地
の

会
な

ど
）で

販

売
実

績
あ

り
。

△
　

現
状

で
は

店
頭

販
売

は
ほ

と

ん
ど

な
い

。（
新

得
町

　
U

店
で

販

売
を

確
認

／
非

推
奨

処
理

場
）

道
民

に
エ

ゾ
シ

カ
に

対
す

る
マ

イ

ナ
ス

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る

×
　

長
野

県
で

は
、小

規
模

な
が

ら

ホ
ン

シ
ュ

ウ
ジ

カ
を

扱
う

店
舗

は

あ
る

が
、エ

ゾ
シ

カ
を

購
入

す
る

地

元
民

は
い

な
い

。

■
市

場
セ

グ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

分
析

実
施

の
プ

ロ
セ

ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、F
社

、G
E

O
C

オ
フ

ィ
ス

プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

、ク
イ

ー
ジ

 石
崎

会
合

回
数

3回
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

で
出

さ
れ

た
特

徴
的

な
意

見

都
市

部
の

B
2B

事
業

に
て

、ク
イ

ー
ジ

の
収

益
基

盤
を

作
る

。

B
2C

事
業

に
関

し
て

は
、参

入
の

余
地

は
大

き
く

、収
益

に
貢

献
で

き

る
と

考
え

る
が

収
益

化
に

時
間

が
か

か
る

と
考

え
て

い
る

。ま
た

、生

肉
だ

け
で

は
な

く
、加

工
品

販
売

を
検

討
す

る
こ

と
。

■
顧

客
分

析（
B

2B
事

業
）策

定
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/1

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

G
E

O
C

、エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、オ
フ

ィ
ス

プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

会
合

回
数

4回

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
で

出
さ

れ
た

特
徴

的
な

意
見

初
年

度
の

取
り

組
み

と
し

て
は

、超
高

級
店

、大
衆

店
を

は
ず

す
こ

と

は
理

に
か

な
っ

て
い

る
。（

エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

）

西
洋

料
理

店
以

外
の

店
舗

も
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
な

る
が

、取
引

で
き

る
業

態
が

は
っ

き
り

し
な

い
た

め
、店

舗
数

／
需

給
予

測
が

つ
か

な
い（

石
崎

）

→
引

き
続

き
調

査
す

る
。

レ
ス

ト
ラ

ン
分

類

超
高

級
店

高
級

店

中
級

店

大
衆

店

客
単

価
／

店
舗

数

15
,0

00
円

～

26
0店

舗

7,
00

0～
12

,0
00

円

85
6店

舗

4,
00

0～
7,

00
0円

2,
51

3店
舗

～
4,

00
0円

4,
29

1店
舗

店
舗

例

レ
ス

ト
ラ

ン
R

Tホ
テ

ル

レ
ス

ト
ラ

ン
A

レ
ス

ト
ラ

ン
R

レ
ス

ト
ラ

ン
B

レ
ス

ト
ラ

ン
M

レ
ス

ト
ラ

ン
P

（
レ

ス
ト

ラ
ン

G
）

（
レ

ス
ト

ラ
ン

F）

（
大

衆
居

酒
屋

）

特
徴

最
高

級
の

サ
ー

ビ
ス

、素
材

を
使

う
。

広
い

店
舗

、大
量

の
料

理
人

、シ
ス

テ
ム

オ
ー

ナ
ー

シ
ェ

フ
の

名
前

と
味

で
勝

負
す

る

独
立

系
の

小
規

模
店

舗（
多

く
て

も
５

店
舗

）

海
外

や
、超

高
級

店
な

ど
で

修
行

後
、独

立
開

業
の

ケ
ー

ス
が

多
い

ア
ラ

カ
ル

ト
中

心
、比

較
的

気
軽

に
飲

め
る

他
業

種
か

ら
の

転
職

や
、大

衆
居

酒
屋

か
ら

の
独

立
開

業
な

ど

ロ
ー

コ
ス

ト
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

チ
ェ

ー
ン

店
が

多
い

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

選
定

超
高

級
店

で
は

、同
じ

部
位（

特
に

ロ
ー

ス
、フ

ィ
レ

）を
大

量
に

要
求

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

。大
き

な
部

位
の

偏
り

が
発

生
し

、モ
モ

、カ
タ

と
い

っ
た

部
位

の
在

庫
が

拡
大

す
る

恐
れ

が
あ

る
。高

級
店

、中
級

店
に

お
い

て
は

、店
舗

の
ハ

ー
ド

面
で

の
設

備
規

模
に

よ
る

が
、単

価
が

安
く

な
る

大
ロ

ッ
ト

、

枝
肉

等
で

の
販

売
が

で
き

る
店

舗
が

限
ら

れ
て

し
ま

う
。（

大
規

模
冷

蔵
庫

、冷
凍

庫
を

保
持

で
き

る
店

舗
が

少
な

い
。）

大
衆

店
に

お
い

て
は

、エ
ゾ

シ

カ
肉

の
需

要
は

あ
る

が
、単

価
の

面
で

折
り

合
わ

な
い

。

→
す

で
に

流
通

モ
デ

ル
を

確
立

し
つ

つ
あ

る
枝

肉
販

売
が

見
込

ま
れ

る
高

級
店

、中
級

店
に

向
け

て
枝

肉
の

販
売

を
行

う
。

→
20

11
年

度
に

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

モ
デ

ル
を

構
築

し
、ブ

ロ
ッ

ク
肉

の
単

価
を

下
げ

、保
管

ス
ペ

ー
ス

の
な

い
高

級
店

、中
級

店
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
、

　
潜

在
顧

客
を

増
や

す
。

10
.顧

客
分

析（
B

2B
事

業
）　

　
　

　
　

 ※
店

舗
数

は
、東

京
都

内
の

西
洋

料
理

店（
20

10
/1

1 
T社

調
べ

） 
店

舗
例

の（
）内

は
、西

洋
料

理
以

外

7.
S

W
O

T
分

析

■
S

W
O

T
分

析
実

施
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
0,

11

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、オ
フ

ィ
ス

プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

、G
E

O
C

会
合

回
数

2回
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

で
出

さ
れ

た
特

徴
的

な
意

見

弱
み

は
、他

社
と

の
業

務
提

携
な

ど
で

カ
バ

ー
可

能
、リ

ス
ク

も
少

な

く
な

る
た

め
、積

極
的

に
進

め
る

べ
き

で
あ

る
。

外 部 環 境

機 会  （ O ） 脅 威  （ T ）

内
部

環
境

強
み

 （
S

）
弱

み
 （

W
）

エ
ゾ

シ
カ

被
害

の
拡

大
に

よ
る

注
目

度
、

環
境

問
題

へ
の

関
心

が
向

上

野
生

肉
を

食
べ

る
こ

と
へ

の
理

解
不

足

不
況

に
よ

る
高

級
レ

ス
ト

ラ
ン

の
不

振

地
域

ニ
ー

ズ
と

ビ
ジ

ネ
ス

の
方

向
性

を

合
わ

せ
や

す
く

、関
係

者
の

協
力

が
得

や

す
い

。資
金

面
で

は
、余

裕
を

持
っ

た
取

り
組

み
が

可
能

強
い

人
脈（

北
海

道
、関

東
）

経
営

ス
キ

ル

企
業

の
事

業
計

画
作

成
の

経
験

個
人

資
産

の
余

裕

関
係

者
と

共
同

で
世

論
作

り
を

行
い

、エ

ゾ
シ

カ
問

題
の

啓
発

と
食

べ
る

こ
と

へ

の
理

解
浸

透
を

図
る

。

本
事

業
を

通
し

て
、組

織
力

を
強

化
す

る
。

他
社

、協
力

者
と

の
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
に

よ

り
、ス

ピ
ー

ド
感

を
持

っ
て

、事
業

に
取

り
組

む

ク
イ

ー
ジ

の
組

織
力

実
績

不
足

安
定

収
入

の
不

足

食
肉

販
売

業
の

経
験

の
な

さ

経
営

リ
ス

ク
を

抑
え

る
工

夫
を

行
う

。

設
備

投
資

な
ど

は
少

な
く

す
る

。

（
他

社
と

の
協

力
関

係
）

42｜事業計画　記載例 ｜43



12
.ポ

ジ
シ

ョ
ン

マ
ッ

ピ
ン

グ

■
ポ

ジ
シ

ョ
ン

マ
ッ

ピ
ン

グ
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/8
～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、静
内

食
美

樂
、

プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

、G
E

O
C

、D
社

会
合

回
数

5回

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
で

出
さ

れ
た

特
徴

的
な

意
見

高
級

品
、B

2B
の

エ
ゾ

シ
カ

市
場

は
、既

に
市

場
が

あ
る

が
、今

か
ら

で

も
十

分
に

参
入

可
能

で
あ

る
。強

力
な

ブ
ラ

ン
ド

化
に

よ
っ

て
シ

ェ
ア

の
確

保
も

容
易

。た
だ

し
、取

引
量

が
限

ら
れ

る
、利

用
部

位
が

限
ら

れ

る
と

い
っ

た
問

題
も

あ
る

。早
め

に
、B

2C
、普

及
品

市
場

へ
の

進
出

を

検
討

す
べ

き
。

食
肉

市
場

に
お

け
る

エ
ゾ

シ
カ

肉
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
マ

ッ
ピ

ン
グ

百
貨

店
・

高
級

ス
ー

パ
ー

で
一

般
消

費
者

和
牛

、プ
レ

ミ
ア

豚
、

銘
柄

鶏
、

野
生

鳥
獣

は
な

し

食
肉

卸
業

者
経

由
で

レ
ス

ト
ラ

ン

エ
ゾ

シ
カ

イ
ノ

シ
シ

、鴨
和

牛
、プ

レ
ミ

ア
豚

銘
柄

鶏

肉
屋

・
ス

ー
パ

ー
経

由
で

一
般

消
費

者

輸
入

肉（
牛

、豚
）

ブ
ロ

イ
ラ

ー
国

産
牛（

F1
、乳

肉
）

輸
入

肉（
牛

、豚
）

ブ
ロ

イ
ラ

ー
国

産
牛（

F1
、乳

牛
）

B
2C

B
2B

普
及

品

高
級

品

現
状

の
ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン
グ

は
、B

2B
、高

級
品

の
セ

グ
メ

ン
ト

で
あ

る
。ま

た
ク

イ
ー

ジ
自

体
も

エ
ゾ

シ
カ

専
門

で
は

あ
る

が
、

食
肉

卸
の

位
置

づ
け

で
あ

る
。今

後
の

戦
略

と
し

て
、以

下
2点

の
推

進
が

考
え

ら
れ

る
。

1.
B

2C
へ

の
進

出
→

百
貨

店
・

高
級

ス
ー

パ
ー

で
の

販
売

　
高

級
レ

ス
ト

ラ
ン

で
エ

ゾ
シ

カ
料

理
を

食
べ

る
頻

度
が

高
い

顧
客

と
百

貨
店

・
高

級
ス

ー
パ

ー
と

の
顧

客
層

が
マ

ッ
チ

す
る

。

2.
B

2B
事

業
の

強
化

→
他

の
食

肉
業

者
と

の
ア

ラ
イ

ア
ン

ス

　
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
に

よ
り

、流
通

コ
ス

ト
の

削
減

／
処

理
場

の
在

庫
リ

ス
ク

を
低

減
さ

せ
肉

の
単

価
を

下
げ

る
。

　
B

2B
普

及
品

セ
グ

メ
ン

ト
へ

の
進

出
お

よ
び

、ア
ラ

イ
ア

ン
ス

に
よ

る
販

売
チ

ャ
ネ

ル
の

拡
大

を
図

る
。

13
.需

要
予

測

■
需

要
予

測
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/1

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、D
社会

合
回

数

3回

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
で

出
さ

れ
た

特
徴

的
な

意
見

平
成

22
年

度
の

目
標

値
で

あ
る

、2
40

頭
に

関
し

て
は

問
題

が
な

い
需

要
予

測
で

あ
る

が
、現

状
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル（
枝

肉
販

売
）の

み
で

は
、

日
高

地
域

の
最

終
目

標
で

あ
る

、年
間

8,
00

0頭
を

達
成

す
る

こ
と

は

で
き

な
い

。セ
グ

メ
ン

ト（
地

域
、業

態
）を

増
や

す
か

、B
2B

以
外

の
販

売
チ

ャ
ネ

ル
を

持
つ

な
ど

の
検

討
が

必
要

。（
石

崎
）

セ
グ

メ
ン

ト
店

舗
数

枝
肉

購
入

の
可

能
性

購
入

単
価

購
入

頻
度

需
要

見
込

年
間

販
売

頭
数

85
6＋

2,
51

3＝
33

69
店

舗

顧
客

分
析

よ
り

、都
内

の
西

洋
料

理
店

で
、高

級
／

中
級

店
舗

の
み

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

10
％（

33
7店

舗
）

店
舗

内
に

大
型

冷
蔵

庫
／

冷
凍

庫
が

あ
る

店
舗

の
割

合

※
現

状
は

、感
覚

で
の

数
字

、全
体

に
対

し
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

は
難

し
い

。

28
,0

00
円（

販
売

価
格

、営
業

利
益

は
8,

00
0円

）

半
頭

買
い

と
し

て
試

算
を

行
う

年
6回

（
10

月
～

3月
ま

で
の

ジ
ビ

エ
シ

ー
ズ

ン
の

み
購

入
と

す
る

。）

店
舗

内
で

の
消

費
は

、月
20

kg（
半

頭
分

）

一
日

、1
0皿

（
一

皿
10

0g
×

10
皿

＝
1k

g）

月
間

営
業

日
数

＝
25

日
　

25
kg（

約
、半

頭
分

）

33
7店

舗
×

28
,0

00
円

×
６

回
＝

5,
67

7万
円

33
7店

舗
×（

1/
2）

頭
×

6回
＝

1,
01

1頭

14
.各

事
業

の
特

徴
と

今
後

の
戦

略

■
各

事
業

の
特

徴
と

今
後

の
戦

略
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
1～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

静
内

食
美

樂
、G

E
O

C
、ク

イ
ー

ジ
 石

崎
、エ

コ
ブ

ラ
ン

ド

プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

、M
社

、D
社

会
合

回
数

3回

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
で

出
さ

れ
た

特
徴

的
な

意
見

卸（
ル

ー
ト

セ
ー

ル
ス

）に
関

し
て

は
、シ

ェ
フ

の
口

コ
ミ

経
由

で
問

題

が
な

い
と

思
う

。W
eb

は
信

頼
性

が
重

要
で

あ
り

、情
報

提
供

の
深

さ

が
肝

要
。B

2C
事

業
に

関
し

て
は

、収
益

化
に

時
間

が
か

か
る

が
、し

っ

か
り

し
た

ブ
ラ

ン
ド

化
を

進
め

る
こ

と
で

、長
期

的
な

展
望

が
描

け
る

。

レ
ス

ト
ラ

ン
事

業
は

、ク
イ

ー
ジ

社
員

を
増

や
す

タ
イ

ミ
ン

グ
で

、通

年
営

業
を

検
討

す
る

の
が

よ
い

。

ル
ー

ト
セ

ー
ル

ス

ネ
ッ

ト
販

売

エ
ゾ

シ
カ

フ
ェ

個
人

販
売

イ
ベ

ン
ト

販
売

分
類

卸
事

業

レ
ス

ト
ラ

ン
事

業

B
2C

事
業

特
徴

今
後

の
戦

略

口
コ

ミ
を

ベ
ー

ス
に

シ
ェ

フ
や

オ
ー

ナ
ー

に
ア

プ
ロ

ー

チ
し

新
規

開
拓

を
行

う
。

一
度

取
引

が
あ

っ
た

レ
ス

ト
ラ

ン
は

、継
続

し
て

取
引

が
進

む
こ

と
が

多
い

。

収
益

の
大

部
分

を
占

め
る

重
要

な
事

業
で

あ
る

が
、営

業
活

動
に

割
け

る
人

員
の

制
限

か
ら

、効
率

的
な

営
業

活
動

が
求

め
ら

れ
る

。

基
本

的
に

は
、影

響
力

の
あ

る
シ

ェ
フ

か
ら

の
紹

介（
口

コ
ミ

）に
て

、新
規

開
拓

を
行

う
こ

と
と

す
る

。

営
業

力
の

低
さ

を
カ

バ
ー

で
き

、ネ
ッ

ト
で

の
決

済
ま

で
完

了
さ

せ
る

こ
と

で
、不

払
い

リ
ス

ク
を

下
げ

ら
れ

る
。

ま
た

、W
eb

で
は

多
く

の
情

報
を

提
供

可
能

で
あ

り
、他

の
事

業
へ

の
波

及
効

果
も

高
い

。

20
11

年
4月

期
か

ら
開

始
す

る
。首

都
圏

以
外

か
ら

の

問
合

せ
も

、新
聞

効
果

、S
N

S
効

果
で

週
1、

2回
あ

る
。

ネ
ッ

ト
購

入
の

信
頼

性
担

保
が

課
題

で
あ

る
が

、メ
デ

ィ
ア

露
出

と
情

報
提

供
を

進
め

て
カ

バ
ー

す
る

。

20
10

年
度

は
積

極
的

に
事

業
展

開
を

行
っ

て
い

な
い

が
、

問
合

せ
が

多
く

、生
肉（

冷
凍

）で
の

販
売

を
行

っ
て

い
る

。

新
聞

効
果

が
高

く
、問

合
せ

は
非

常
に

多
い

が
、決

済
方

法
な

ど
が

難
し

い
。

生
肉

は
不

定
貫

で
あ

り
、先

払
い

の
決

済
が

難
し

い
。

処
理

場
、レ

ス
ト

ラ
ン

と
協

力
し

小
分

け
パ

ッ
ク

、販
売

拠
点

を
検

討
す

る
。ま

た
、加

工
品

の
ネ

ッ
ト

販
売

を

2 0
11

年
度

よ
り

開
始

す
る

。

個
人

宅
パ

ー
テ

ィ
に

て
出

張
販

売
を

行
う

。一
回

に
つ

き
、

20
～

30
名

に
エ

ゾ
シ

カ
問

題
を

周
知

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。情

報
感

度
の

高
い

方
々

に
利

用
さ

れ
て

い
る

の
で

、ブ
ロ

グ
、ツ

イ
ッ

タ
ー

等
で

の
伝

播
力

は
大

き
い

ニ
ー

ズ
は

あ
り

、主
催

の
場

合
は

利
益

率
も

高
い

が
、出

張
時

の
マ

ン
パ

ワ
ー

が
足

ら
な

い
た

め
拡

大
は

困
難

。
エ

ゾ
シ

カ
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ（
仮

称
）を

創
設

し
、ホ

ス
ト

可
能

な
人

材
を

増
や

す
。一

般
消

費
者

に
向

け
て

、販
路

が
完

成
し

た
際

に
は

、効
果

が
高

い
。

三
軒

茶
屋

で
週

一
回（

年
間

約
50

回
）営

業
す

る
エ

ゾ
シ

カ
専

門
店

新
聞

効
果

が
高

く
、満

員
状

態
が

続
く

が
、そ

れ
以

上
の

売
上

に
は

な
ら

な
い

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

・
広

告
塔

で
あ

り
、利

益
率

は
低

い

が
、一

般
消

費
者

と
メ

デ
ィ

ア
に

対
し

て
の

影
響

力
は

強
い

。継
続

し
て

経
営

を
行

う
。ま

た
、2

号
店

、通
年

営

業
店

を
長

期
的

に
計

画
す

る
。

11
.ペ

ル
ソ

ナ
設

定

■
ペ

ル
ソ

ナ
設

定
実

施
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
0,

11

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

、D
社

会
合

回
数

2回
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

で
出

さ
れ

た
特

徴
的

な
意

見

都
内

の
一

般
的

な
個

人
経

営
フ

レ
ン

チ
レ

ス
ト

ラ
ン

で
あ

る
。

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

が
し

っ
か

り
し

て
い

る
と

、来
店

客
に

も
説

明
し

や
す

く
、コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
も

つ
な

が
る

の
で

あ
り

が
た

い
。

【
顧

客
が

購
入

を
願

う
シ

ー
ン

】

　
フ

レ
ン

チ
レ

ス
ト

ラ
ン

オ
ー

ナ
ー

　
Y

氏

　
世

田
谷

区
に

個
人

で
ビ

ス
ト

ロ
タ

イ
プ

の
レ

ス
ト

ラ
ン

を
20

年
間

経
営

し
て

い
る

オ
ー

ナ
ー

シ
ェ

フ

　
客

層
は

、3
0代

後
半

か
ら

60
代

ま
で

で
、客

単
価

は
ワ

イ
ン

込
み

で
約

7,
00

0円

　
席

数
は

、2
0席

、ス
タ

ッ
フ

は
厨

房
2名

、ホ
ー

ル
2名

（
1名

は
ア

ル
バ

イ
ト

で
週

末
の

み
）

　
腕

は
良

く
、各

グ
ル

メ
本

や
W

eb
で

の
評

価
は

高
い

が
、客

席
が

小
さ

い
こ

と
か

ら
、自

ら
も

厨
房

に
立

ち
忙

し
い

。

　
家

賃
も

高
い

た
め

、厨
房

ス
ペ

ー
ス

も
小

さ
い

。特
に

冷
蔵

、冷
凍

庫
が

小
さ

い
た

め
食

材
は

小
ロ

ッ
ト

で
の

配
達

が
必

須
。

　
今

ま
で

も
、1

1月
頃

の
ジ

ビ
エ

シ
ー

ズ
ン

に
は

、カ
モ

や
イ

ノ
シ

シ
、シ

カ
な

ど
を

使
っ

た
料

理
を

出
し

て
い

て
、そ

れ
目

当
て

の
お

客
様

も
来

る

の
で

は
ず

せ
な

い
メ

ニ
ュ

ー
で

あ
る

。

　
カ

モ
に

関
し

て
は

、既
存

の
食

肉
業

者
か

ら
仕

入
れ

て
い

る
が

、イ
ノ

シ
シ

や
シ

カ
は

知
り

合
い

の
ツ

テ
で

ハ
ン

タ
ー

を
紹

介
し

て
も

ら
い

、そ
こ

か
ら

の
仕

入
れ

を
行

っ
て

い
る

。特
に

シ
カ

に
関

し
て

は
、優

秀
な

ハ
ン

タ
ー

で
、ま

っ
た

く
品

質
に

問
題

が
な

い
上

に
、他

の
肉

と
比

べ
て

も
低

価

格
で

非
常

に
満

足
し

て
い

る
。と

こ
ろ

が
、ハ

ン
タ

ー
の

高
齢

化
に

よ
り

、今
年

、来
年

あ
た

り
で

も
う

引
退

し
た

い
と

言
わ

れ
て

し
ま

っ
て

い
る

。

出
入

り
の

業
者

で
も

、エ
ゾ

シ
カ

は
取

り
扱

っ
て

い
る

が
、エ

ゾ
シ

カ
の

品
質

の
バ

ラ
ツ

キ
が

大
き

く
、安

定
し

た
自

分
の

味
を

出
す

こ
と

が
難

し
い

。

特
に

業
者

の
商

品
リ

ス
ト

に『
エ

ゾ
シ

カ
』し

か
書

い
て

い
な

い
こ

と
に

不
満

を
持

っ
て

い
る

。エ
ゾ

シ
カ

は
産

地
、雌

雄
、年

齢
、季

節
に

よ
っ

て
味

が
変

わ
る

こ
と

を
知

っ
て

お
り

、そ
う

い
っ

た
情

報
が

足
ら

な
い

こ
と

で
業

者
の

エ
ゾ

シ
カ

は
使

っ
て

い
な

い
。

　
自

分
で

食
材

を
探

す
こ

と
も

料
理

人
と

し
て

や
る

べ
き

と
は

思
っ

て
い

る
た

め
、情

報
収

集
の

時
間

や
業

者
探

し
に

も
時

間
を

か
け

た
い

と
思

っ

て
は

い
る

が
、通

常
営

業
が

忙
し

く
時

間
が

な
か

な
か

取
れ

な
い

。

　
ま

た
、エ

ゾ
シ

カ
の

専
門

業
者

に
お

願
い

す
る

と
、小

ロ
ッ

ト
の

場
合

、配
達

料
の

割
合

が
高

く
な

り
不

満
を

持
っ

て
い

る
。

44｜事業計画　記載例 ｜45



16
.リ

ス
ク

分
析

撤
退

基
準

■
リ

ス
ク

分
析

実
施

の
プ

ロ
セ

ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、G
E

O
C

、エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

会
合

回
数

2回

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
で

出
さ

れ
た

特
徴

的
な

意
見

小
規

模
企

業
で

あ
る

た
め

、リ
ス

ク
が

顕
在

化
し

た
場

合
は

、危
機

的

な
状

況
に

な
る

可
能

性
が

高
い

。協
力

し
て

も
ら

え
る

団
体

に
、リ

ス

ク
転

嫁
で

き
る

よ
う

に
、日

ご
ろ

か
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
維

持
す

る
の

が
重

要
で

あ
る

。

程
度 大 中 中 中 小

小 小 中 中 中頻
度

想
定

さ
れ

る
リ

ス
ク

撤
退

指
標

数
値

基
準

決
定

方
法

対
応

策

口
蹄

疫
等

の
野

生
鳥

獣
も

感
染

す
る

疾
病

が
流

行
し

、エ

ゾ
シ

カ
の

流
通

が
ス

ト
ッ

プ
す

る
。

熱
を

入
れ

た
加

工
品

は
流

通
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

が
不

明
。

→
発

生
時

は
、ビ

ジ
ネ

ス
撤

退（
一

時
休

止
）を

検
討

す
る

。

一
般

消
費

者
向

け
商

品
の

品
質

が
悪

く
、ク

レ
ー

ム
／

訴

訟
／

行
政

指
導

等
が

発
生

す
る

。
当

社
は

、販
売

者
と

な
り

、製
造

に
関

し
て

受
け

持
た

な
い

。

動
物

愛
護

団
体

な
ど

、エ
ゾ

シ
カ

を
殺

す
べ

き
で

は
な

い

と
考

え
る

団
体

か
ら

の
ク

レ
ー

ム
、営

業
妨

害
が

発
生

す
る

。

行
政

、エ
ゾ

シ
カ

協
会

な
ど

と
の

連
携

を
持

ち
、発

生
時

に
は

、

連
携

し
て

対
応

で
き

る
よ

う
に

準
備

を
行

う
。

卸
先

の
レ

ス
ト

ラ
ン

に
て

、シ
カ

刺
し

と
い

っ
た

、生
の

エ

ゾ
シ

カ
肉

を
提

供
し

、食
中

毒
が

発
生

す
る

。

レ
ス

ト
ラ

ン
に

対
す

る
指

導
を

徹
底

す
る

と
共

に
、商

品
の

ラ

ベ
ル

や
資

料
に

、『
必

ず
加

熱
調

理
す

る
こ

と
』と

い
っ

た
文

言

を
入

れ
、万

が
一

発
生

し
た

場
合

の
リ

ス
ク

ヘ
ッ

ジ
を

行
う

。

卸
先

の
レ

ス
ト

ラ
ン

の
閉

店
な

ど
に

よ
り

、売
掛

回
収

の

失
敗

、売
上

減
な

ど
が

発
生

す
る

。

売
上

不
足（

赤
字

）
20

13
年

ま
で

の
累

積
赤

字
が

、5
00

万
以

上
で

、

資
金

調
達

の
目

処
が

つ
か

な
い

場
合

。
株

主
総

会

1.
売

掛
回

収

サ
イ

ト
1ヶ

月
の

遵
守

、特
に

W
eb

販
売

の
際

は
、ク

レ
ジ

ッ
ト

に
よ

る
即

時
決

済
か

、サ
イ

ト
の

短
縮

を
検

討
す

る
。

2.
売

上
減

26
店

舗
以

上
の

取
引

先
と

取
引

を
行

う
。

13
.ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

■
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
立

案
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

静
内

食
美

樂
 相

樂
氏

、ク
イ

ー
ジ

 石
崎

 G
E

O
C

、エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

 東
氏

　

オ
フ

ィ
ス

プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

 藤
松

氏
、D

社
 K

氏

会
合

回
数

2回
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

で
出

さ
れ

た
特

徴
的

な
意

見

ジ
ビ

エ
シ

ー
ズ

ン
が

始
ま

る
ま

で
の

6ヶ
月

で
、2

6店
舗

の
新

規
開

発（
＝

４
店

舗
／

月
）、

口
コ

ミ
ベ

ー
ス

で
は

厳
し

い
可

能
性

も
あ

る
。ジ

ビ
エ

の
ハ

イ
シ

ー
ズ

ン
12

月
ま

で
に

26
店

舗
と

す
る

ほ
う

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
？

20
11

年

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月

20
12

年

卸
事

業

B
2C

事
業

レ
ス

ト
ラ

ン
事

業

ル
ー

ト
セ

ー
ル

ス
で

、新
規

開
拓（

26
店

舗
）

卸
サ

イ
ト

作
成

商
品

メ
ニ

ュ
ー

追
加

販
売

拠
点

の
交

渉（
食

品
卸

、レ
ス

ト
ラ

ン
）

半
加

工
品

開
発

試
食

会
開

催
試

食
会

開
催

試
食

会
開

催

試
食

会
開

催
試

食
会

開
催

試
食

会
開

催

個
人

向
け

販
売

サ
イ

ト
作

成

個
人

向
け

商
品

開
発

エ
ゾ

シ
カ

フ
ェ

営
業（

通
年

営
業

、2
店

舗
目

は
検

討
）

商
品

メ
ニ

ュ
ー

追
加

17
.売

上
計

画
、収

支
計

画

■
売

上
計

画
、収

支
計

画
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

ク
イ

ー
ジ

 石
崎

 、
G

E
O

C
、エ

コ
ブ

ラ
ン

ド
、D

社

会
合

回
数

2回
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

で
出

さ
れ

た
特

徴
的

な
意

見

3期
目

以
降

は
、既

存
の

高
級

品
B

2B
市

場
だ

け
で

は
な

く
、普

及
品

B2
Bや

、高
級

品
B2

C
市

場
へ

の
進

出
が

数
字

の
達

成
に

は
必

要
で

あ
る

。

科
目

売
上

高

売
上

原
価

（
原

価
率

）

売
上

総
利

益

給
与

手
当

減
価

償
却

費

雑
費

そ
の

他
販

売
管

理
費

一
般

管
理

費

経
常

利
益

損
益

分
岐

点
売

上
高

経
常

利
益

率

20
11

年
4月

期

（
２

期
目

）

7,
50

0,
00

0

5,
17

5,
00

0

（
69

%
）

2,
32

5,
00

0

2,
40

0,
00

0 0

50
0,

00
0 0

78
0,

00
0

-1
,3

55
,0

00

11
,8

70
,9

68

-1
8%

20
12

年
4月

期

（
３

期
目

）

11
,8

50
,0

00

8,
36

2,
50

0

（
71

%
）

3,
48

7,
50

0

2,
40

0,
00

0 0

50
0,

00
0 0

78
0,

00
0

-1
92

,5
00

12
,5

04
,0

86 -2
%

20
13

年
４

月
期

（
４

期
目

）

19
,1

00
,0

00

13
,8

00
,0

00

（
72

%
）

5,
30

0,
00

0

4,
20

0,
00

0 0

50
0,

00
0 0

78
0,

00
0

-1
80

,0
00

19
,7

48
,6

79 -1
%

18
.広

報
・

広
告

戦
略

■
広

報
・

広
告

戦
略

立
案

の
プ

ロ
セ

ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

ク
イ

ー
ジ

 石
崎

、エ
コ

ブ
ラ

ン
ド

、オ
フ

ィ
ス

プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

、D
社

会
合

回
数

4回
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

で
出

さ
れ

た
特

徴
的

な
意

見

エ
ゾ

シ
カ

フ
ェ

の
露

出
は

、B
2C

事
業

に
強

い
。現

段
階

で
は

、メ
デ

ィ

ア
か

ら
の

注
目

が
高

い
の

で
、B

2C
事

業
を

進
め

る
べ

き
。

レ
ス

ト
ラ

ン
に

て
、ス

タ
ッ

フ
か

ら
顧

客
に

提
案

で
き

る
メ

ソ
ッ

ド（
メ

ニ
ュ

ー
の

売
り

）を
整

理
し

、提
案

・
採

用
に

つ
な

げ
る

べ
き

。

エ
ゾ

シ
カ

肉
の

市
場

は
ニ

ッ
チ

で
あ

り
、個

々
に

強
い

需
要

は
あ

っ
て

も
、需

要
自

体
は

小
さ

い
。

ま
た

、ク
イ

ー
ジ

の
経

営
資

源
も

大
き

く
は

な
い

の
で

、広
報

・
広

告
戦

略
に

大
き

な
投

資
は

で
き

な
い

。

ニ
ッ

チ
市

場
で

、投
資

を
抑

え
た

広
報

・
広

告
戦

略
と

し
て

は
、口

コ
ミ

な
ど

を
利

用
し

た
、バ

イ
ラ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

が
有

効
で

あ
る

。

た
だ

し
、B

2B
/B

2C
と

も
に

、高
級

層
を

狙
っ

た
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
あ

る
た

め
、高

級
ブ

ラ
ン

ド
の

イ
メ

ー
ジ

を
崩

さ
な

い
広

報
・

広
告

戦
略

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

広
告

媒
体

は
当

面
は

W
eb

を
利

用
し

投
資

を
抑

え
、W

eb
コ

ン
テ

ン
ツ

は
真

面
目

な
情

報
提

供
と

、レ
ス

ト
ラ

ン
や

パ
ー

テ
ィ

の
紹

介
に

よ
っ

て
、バ

イ
ラ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
行

う
。

B
2B

事
業（

卸
事

業
）

注
意

A
tte

nt
io

n

興
味

In
te

re
st

欲
求

D
es

ire

記
憶

M
em

or
y

行
動

A
ct

io
n

B
2C

事
業

シ
ェ

フ
か

ら
の

口
コ

ミ

レ
ス

ト
ラ

ン
で

の
イ

ベ
ン

ト
開

催
を

メ
デ

ィ
ア

露
出

情
報

提
供

エ
ゾ

シ
カ

の
肉

の
特

性
／

他
店

で
の

利
用

、成
功

事
例

（
洞

爺
湖

サ
ミ

ッ
ト

な
ど

は
効

果
が

高
い

）

メ
ニ

ュ
ー

提
案

半
加

工
品

提
案

（
客

単
価

の
低

い
レ

ス
ト

ラ
ン

向
け

）

エ
ゾ

シ
カ

事
業

全
体

で
統

一
さ

れ
た

ロ
ゴ

、パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

開
発

（
オ

フ
ィ

ス
プ

ラ
ン

テ
ィ

カ
と

、『
Y

U
K

.jp
』で

、検
討

中
）

ル
ー

ト
販

売

卸
ネ

ッ
ト

販
売

エ
ゾ

シ
カ

フ
ェ

の
メ

デ
ィ

ア
露

出

個
人

宅
パ

ー
テ

ィ
を

メ
デ

ィ
ア

拡
散

レ
ス

ト
ラ

ン
の

紹
介

W
eb

、ブ
ロ

グ
で

の
情

報
提

供

高
所

得
、発

信
力

が
高

い
方

か
ら

の
情

報
発

信

社
会

的
課

題
の

情
報

発
信

高
級

ブ
ラ

ン
ド

の
イ

メ
ー

ジ
を

維
持

で
き

る
価

格
帯

と
商

品
構

成

ネ
ッ

ト
販

売

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

を
下

げ
な

い
売

り
方（

百
貨

店
、高

級

ス
ー

パ
ー

）

15
.実

行
体

制
図

ク
イ

ー
ジ

 /
 エ

ゾ
シ

カ
フ

ェ

宿
泊

施
設

 /
 レ

ス
ト

ラ
ン

エ
ゾ

シ
カ

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ一
般

消
費

者

提
携

企
業

工
場

 /
 レ

ス
ト

ラ
ン

食
肉

卸

共
感

・
応

援
購

買
支

援
オ

フ
ィ

ス
プ

ラ
ン

テ
ィ

カ

販
売

シ
ス

テ
ム

構
築

P
R

手
法

の
検

討
・

立
案

さ
と

ま
る

LL
P

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
協

力
マ

ン
パ

ワ
ー

協
力

顧
客

静
内

食
美

樂

生
産

値

R
大

学

農
林

業
被

害
・

環
境

影
響

デ
ー

タ
提

供
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

の
参

画

エ
ゾ

シ
カ

協
会

販
売

ル
ー

ト
協

力
 /

 P
R

協
力

共
同

で
の

、エ
ゾ

シ
カ

問
題

啓
発

活
動

新
ひ

だ
か

町
、新

冠
町

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

協
力

エ
ゾ

シ
カ

枝
肉

、ブ
ロ

ッ
ク

肉（
直

送
）

肉
、半

加
工

品
、

加
工

品
原

材
料

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

協
力

、連
携

本
事

業
の

推
進

は
、各

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

的
な

実
行

体
制

を
と

る
。

ク
イ

ー
ジ

一
社

で
目

的
を

達
成

す
る

の
は

困
難

で
あ

る
が

、他
社

、団
体

と
の

共
感

と
協

力
を

得
て

事
業

目
標

を
達

成
す

る
。

■
実

行
体

制
図

立
案

の
プ

ロ
セ

ス

策
定

時
期

20
10

/1
0～

20
11

/2

策
定

に
係

わ
っ

た
メ

ン
バ

ー
等（

人
数

、役
職

等
）

静
内

食
美

樂
、ク

イ
ー

ジ
 石

崎
、エ

コ
ブ

ラ
ン

ド

オ
フ

ィ
ス

プ
ラ

ン
テ

ィ
カ

、D
社

会
合

回
数

2回
策

定
の

プ
ロ

セ
ス

で
出

さ
れ

た
特

徴
的

な
意

見

課
題

と
な

る
社

会
問

題
は

大
き

く
、一

社
で

完
結

さ
せ

る
の

は
難

し
い

、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
の

体
制

を
作

り
推

進
す

る
ほ

う
が

よ
い

。

事
業

へ
の

共
感

、協
力

を
得

る
た

め
の

仕
掛

け（
情

報
提

供
、メ

デ
ィ

ア

露
出

な
ど

）は
、戦

略
的

に
行

う
必

要
が

あ
る

。
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48｜用語集

用語集

GEOC・EPO紹介

［市場］

顕在的な買い手、潜在的な買い手のすべてからなる集合。顧客。

［事業型NPO］

社会課題を、事業を行うことで解決しようと活動するNPOのこと。

［社会的企業］

いま解決が求められている社会的課題に対して、社会性、事業性、

革新性をもって、様々なスタイルで取り組む事業体。新しい課題

に直面する中で、起業家精神をもって社会またはNPOなどの組

織を立ち上げ、新しい仕組みによって問題解決に取り組むもの。

［SWOT分析］

自らを取り巻く環境を、内部環境「強み（Strengths）」「弱み

（Weaknesses）」、外部環境「機会（Opportunities）」「脅威（Threats）」

に分類して行う分析手法のこと。自らの強みを生かし、弱みを

補いながら、市場の機会をとらえ、脅威を最低限にとどめる戦

略を立てることが必要。

［セグメンテーション］

組織が強みを最も発揮できる市場を細分化すること。

［ターゲティング］

自社製品やサービスを提供する対象として、どの顧客層を標的

市場にするか選ぶこと。

［パートナーシップ］

協働で何かを行うための、対等な協力関係のこと。

［ビジネスモデル］

利益を生み出す事業のしくみのこと。

［ペルソナ設定］

ターゲット顧客を明確にする中で、特定の顧客をイメージでき

るようになる、仮想ユーザーの設定のこと。

［マーケティング］

企業およびほかの組織（１）がグローバルな視野（２）にたち、顧

客（３）との相互関係を得ながら、公正な競争を通じて行う市場

創造のための総合活動（４）である。

（１）教育・医療・行政などの機関、団体を含む。

（２）国内外の社会、文化、自然環境の重視。

（３）一般消費者、取引先、関係する機関・個人、および地域住民を含む。

（４）組織の内外に向けて総合・調整されたリサーチ・製品・価格・プ

ロモーション・流通、および顧客・環境関係などに関わる諸行動をいう。

［ミッション］

組織の目標。果たす使命。

EPO中部［D］

http://www.epo-chubu.jp

EPO東北［B］

http://www.epo-tohoku.jp

GEOC / EPO［C］

http://www.geoc.jp

EPO北海道［A］

http://www.epohok.jp

きんき環境館［E］

http://www.kankyokan.jp

四国EPO［G］

http://4epo.jp

EPO九州［H］

http://epo-kyushu.jp

地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）、
環境パートナーシップオフィス（EPO）について
企業・行政・市民・NPO等といった各主体間のパートナーシップ
の形成促進を図るため、政策課題についての意見交換会・勉強会
の実施、研修などを通じた行政・NPO、企業の協働での取り組み
支援、環境やパートナーシップに関わる情報の分析・発信など
を行っています。また、このような取り組みを全国へ拡大する
ため、地域でのパートナーシップ形成促進拠点として、地方環境
パートナーシップオフィス(EPO)を全国に設置し、これらの
ネットワークを推進しています。

［E］
［D］

［F］

［G］

［C］

［B］

［A］

取材協力（本文掲載団体順）

阪野 真人様（認定NPO法人　霧多布湿原ナショナルトラスト）

北出 肇様（NPO法人　家棟川流域観光船 理事長）

松沢 松治様（NPO法人　家棟川流域観光船 理事）

村上 真規様（野洲市 環境経済部 環境課 主任）

太田 航平様（NPO法人　地域環境デザイン研究所ecotone 代表理事）

波多野 信子様（NPO法人　循環生活研究所 理事長）

たいら 由以子様（NPO法人　循環生活研究所 理事 事務局長）

「平成23年　持続可能な社会づくりを担う事業型環境NPO・社会的企業支援活動実証事業」ポイント集

編集委員会　

委員（あいうえお順）

薄木 治（株式会社　4CYCLE）

太田 航平（NPO法人　地域環境デザイン研究所ecotone）

中森 まどか（NPO法人　コミュニティビジネスサポートセンター）

企画・製作
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